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詩
序
と
書

の
閒

一
九

は
じ
め
に

現
存
す
る
奈
良
時
代
の
文
書
を
網
羅
し
よ
う
と
し
て
編
ま
れ
た
㊮
料
集
に
、

『
寧
樂
遺
文
』
が
あ
る
。
同
書
に
は
、
解げ

文ぶ
み

に
加
え
て
消
息
な
ど
書
信
の
要
素
を

持
つ
文
章
五
一
件
が
收
め
ら
れ
る（
１
）。
そ
れ
ら
は
、
全
て
「
正
倉
院
文
書
」
を
出
所

と
す
る
。
だ
が
正
倉
院
に
傳
わ
っ
た
漢
文
の
書
信
は
、
こ
れ
ら
に
止
ま
ら
な
い
。

そ
の
中
に
は
中
國
の
書
儀
よ
り
多
少
な
り
と
も
影
響
を
受
け
た
書
信
（
習
書
・
樂

書
を
含
む
）
に
限
っ
て
も
、
約
一
七
〇
件
が
含
ま
れ
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
當

該
の
書
信
は
、
寫
經
所
や
造
東
大
寺
司
な
ど
の
組
織
に
勤
め
る
者
ら
に
よ
っ
て
、

槪
ね
天
平
一
一
年
（
七
三
九
）
か
ら
寶
龜
七
年
（
七
七
六
）
に
至
る
時
朞
に
著
さ
れ
た
。

書
儀
と
は
五
世
紀
以
降
、
と
り
わ
け
唐
代
に
盛
行
し
た
禮
法
の
手
引
き
で
、
敦

煌
で
出
土
し
た
そ
の
寫
本
に
は
書

の
文
例
も
多
く
見
え
る
。
正
倉
院
現
藏
の
書

信
に
頻
出
す
る
形
式
、

ち
「
謹
諬
」
な
ど
起
筆
の
文
言
、
要
件
、「
頓
首
」
の

よ
う
な
擱
筆
の
語
、
日
付
を
こ
の
順
に
記
す
形
式
は
、
書
儀
が
含
む
手
紙
の
範
例

に
倣
う
見
や
す
い
例
で
あ
る（
２
）。
實
の
と
こ
ろ
、
日
本
人
が
中
國
の
そ
れ
を
蹈
ま
え

た
よ
り
早
い
書
信
が
、
今
に
傳
わ
る
（［　

］
內
は
小
字
、
以
下
同
じ
）。

禍
故
重
疊
、
凶
問
累
集
、
永
懷
崩
心
之
悲
、
獨
流
斷
腸
之
泣
。
但
依
兩
君

之
大
助
、
傾
命
纔
繼
耳
。［
筆
不
盡
言
、
古
今
所
歎
。］（『
萬
葉
集
』
卷
五
「
報
凶

問
歌
」）

不
幸
が
重
な
り
、
訃
報
が
續
き
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
心
く
ず
お
れ
る
悲
し

み
を
抱
え
つ
つ
、
ひ
と
り
は
ら
わ
た
が
ち
ぎ
れ
る
ほ
ど
の
淚
を
流
し
て
い
ま

す
。
た
だ
お
二
方
の
多
大
な
支
え
の
お
蔭
を
も
っ
て
、
終
わ
る
べ
き
命
を
ど

う
に
か
つ
な
ぐ
ば
か
り
で
す
。［
述
べ
た
い
こ
と
を
文
字
に
書
き
盡
く
せ
な
い
の

は
、
古
今
を
通
じ
て
憾
み
に
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
す（

３
）。］

神
龜
五
年
（
七
二
八
）、
大
伴
旅
人
（
六
六
五
～
七
三
一
）
が
親
族
の
相
次
ぐ
死

に
感
じ
て
大
宰
府
（
現
太
宰
府
市
）
で
詠
ん
だ
和
歌
に
附
す
文
章
の
全
體
を
擧
げ

た
。
江
戶
時
代
の
國
學
者
で
あ
る
加
藤
千
蔭
（
一
七
三
五
～
一
八
〇
八
）
は
、
こ
の

歬
書
き
を
書

と
見
做
し
た（
４
）。
文
中
の
「
兩
君
」
を
平
城
京
（
現
奈
良
市
）
に
い
た
、

旅
人
の
知
人
と
考
え
た
も
の
だ
ろ
う
。
そ
の
見
解
は
今
も
廣
く
肯
定
さ
れ
て
お
り
、

和
歌
が
漢
文
の
書
信
と
思
し
い
、
か
か
る
歬
文
を
持
つ
形
式
を
「
漢
倭
倂
用
體
・

書
牘
體
」
と
稱
す
る
向
き
も
あ
る（
５
）。「
謹
諬
」
の
類
と
異
な
っ
て
、「
禍
故
」、「
凶

問
」、「
崩
心
」、「
筆
（
書
）
不
盡
言
」
は
書
信
の
定
型
句
で
は
な
い
が
、
手
紙
等

詩
序
と
書

の
閒

　
　

―

唐
代
以
歬
の
贈
答
詩
と
古
代
日
本
文
學
と
の
比
較
を
通
し
て

�

永
田
知
之



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
九
集

二
〇

蘭
契
和
光
。
嗟
乎
、
今
日
所
恨
、
德
星
已
少
歟
。
若
不
扣
寂
含
章
、
何
以
攄

逍
遙
之
趣
。
忽
課
短
筆
、
聊
勒
四
韻
云
爾
。（『
萬
葉
集
』
卷
一
七
・
大
伴
池
主

「
七
言
晚
春
三
日
遊
覽
一
首
［
幷
序
］」）

上
巳
の
佳
節
、
暮
春
の
美
し
い
景
色
、
桃
の
芲
は
頰
を
照
ら
し
て
紅
を
散

ら
し
、
柳
の
色
は
苔
に
映
え
て
綠
に
萠
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
手
を
取
り

合
っ
て
郊
外
の
川
べ
り
を
遙
か
に
見
遣
り
、
酒
を
求
め
て
遠
く
隱
者
の
住
ま

い
を
訪
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
琴
と
酒
に
生
來
の
心
を
憩
わ
せ
、
君
子
の
交

わ
り
を
能
く
し
ま
し
た
。
あ
あ
、
今
日
の
心
殘
り
は
、
こ
こ
に
德
星
を
缺
く

こ
と
で
す
。
も
し
美
し
い
文
章
を
も
の
さ
ね
ば
、
こ
の
野
遊
び
の
興
を
ど
の

よ
う
に
書
き
表
せ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
と
も
か
く
拙
い
筆
を
走
ら
せ
て
、

ま
ず
は
四
韻
の
詩
（
律
詩
）
を
竝
べ
た
次
第
で
す（
（（
（

。

天
平
一
九
年
（
七
四
七
）、
大
伴
池
主
（
七
五
七
在
世
）
は
越
中
國
（
現
富
山
縣
）

で
「
晚
春
三
日
遊
覽
」
詩
を
上
司
の
大
伴
家
持
（
七
一
八
？
～
七
八
五
）
に
贈
っ
た
。

「
德
星
」
は
、
池
主
ら
の
遊
行
に
與
れ
な
か
っ
た
家
持
を
指
す
。　

先
に
言
及
し
た
大
伴
旅
人
（
家
持
の
父
）「
報
凶
問
歌
」
の
歬
書
き
や
正
倉
院
に

傳
わ
る
文
章
は
、
八
世
紀
の
日
本
人
が
同
時
代
の
中
國
で
使
わ
れ
て
い
た
書
信
の

修
辭
な
ど
を
學
び
つ
つ
あ
っ
た
證
據
と
な
ろ
う
。
そ
の
一
方
で
池
主
の
文
章
は
、

書

に
頻
出
す
る
表
現
を
含
ま
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
が
ま
ず
は
家
持
と
い
う
個

人
に
宛
て
ら
れ
る
點
は
動
か
せ
ま
い
。
こ
の
歬
文
が
題
詞
（
表
題
）
で
「
序
」
と

呼
ば
れ
る
こ
と
に
は
、
㊟
意
を
要
す
る
。
こ
こ
は
『
萬
葉
集
』
の
諸
本
共
に
異
同

が
無
く（
（（
（

、
當
該
の
歬
書
き
を
編
者
は
「
序
」
と
見
做
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

遊
樂
の
記
錄
と
い
う
點
で
、
池
主
の
「
序
」
に
王
羲
之
の
「
蘭
亭
序
」
な
ど
と

異
な
る
と
こ
ろ
は
無
い
。「
序
」
と
題
す
る
そ
れ
ら
が
作
詩
の
記
錄
を
伴
う
こ
と

も
、
ご
く
あ
り
ふ
れ
て
い
る
。
だ
が
池
主
が
範
と
し
た
は
ず
の
中
國
古
典
詩
に
お

に
ま
ま
見
ら
れ
る
語
彙
と
は
い
え
よ
う（
６
）。
唐
人
の
書
儀
な
ど
に
も
、
こ
う
あ
る
。

禍
故
無
常
、
賢
若
干
弟
、
何
圖
厥
疾
不
瘳
、
計
藥
無
效
、
奄
至
傾
逝
。

（
敦
煌
文
獻S.

三
二
九
『
書
儀
鏡
』「
吊
四
海
遭
兄
弟
喪
書
」）

不
幸
に
は
定
め
が
無
く
、
何
番
目
の
弟
御
は
、
思
い
が
け
ず
病
が
癒
え
ぬ

ま
ま
、
藥
石
效
な
く
、
た
ち
ま
ち
逝
っ
て
し
ま
わ
れ
ま
し
た（
７
）。

但
某
循
陔
起
戀
、
陟
岵
崩
心
。（「
鏡
中
釋
靈
實
集
・
爲
人
父
忌
設
齋
文
」）

し
か
し
（
父
を
失
っ
た
）
私
は
高
み
に
上
が
れ
ば
父
を
慕
う
思
い
が
起
こ

り
ま
す
し
、
丘
に
登
れ
ば
心
が
碎
け
て
し
ま
い
ま
す（
８
）。

　
『
書
儀
鏡
』
は
開
元
（
七
四
二
～
七
五
六
）
初
年
に
唐
の
杜
友
晉
（
傳
未
詳
）
が
編

ん
だ
書
儀
の
一
種
だ
が（
９
）、
こ
こ
に
は
他
人
の
兄
弟
が
沒
し
た
こ
と
を
弔
う
手
紙

の
範
例
よ
り
、
一
文
を
引
い
た
。
ま
た
後
の
二
句
は
、
鏡
中
（
現
浙
江
省
紹
興
）

の
釋
靈
實
（
七
一
七
在
世
）
が
著
し
た
亡
父
を
供
養
す
る
文
章
の
雛
型
に
見
え
る
。

天
平
三
年
（
七
三
一
）、
聖
武
天
皇
（
在
位
七
二
四
～
七
四
九
）
に
よ
っ
て
抄
寫
さ
れ

た
南
北
朝
・
唐
代
の
詩
文
集
を
、
後
人
は
『
雜
集
』（
正
倉
院
に
現
存
）
と
總
稱
す

る
が
、「
鏡
中
釋
靈
實
集
」
は
そ
の
一
部
で
あ
る
。
當
時
の
日
本
で
は
、
同
書
も

作
文
の
參
考
に
供
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る（
（（
（

。「
禍
故
」
や
「
崩
心
」
が
書

や
齋

文
な
ど
、
存
命
か
否
か
の
違
い
こ
そ
あ
れ
、
個
人
を
對
象
と
す
る
文
章
の
例
に
も

見
え
る
常
用
の
語
だ
っ
た
點
が
、
こ
れ
ら
か
ら
推
測
で
き
よ
う
。

さ
て
既
に
引
用
し
た
大
伴
旅
人
の
文
章
は
、
和
歌
に
伴
う
歬
書
き
だ
っ
た
。

『
萬
葉
集
』
に
は
、
漢
詩
に
歬
文
を
附
す
例
も
見
ら
れ
る
。

上
巳
名
辰
、
暮
春
麗
景
、
桃
芲
昭
臉
以
分
紅
、
柳
色
含
苔
而
競
綠
。
于
時

也
、
攜
手
曠

江
河
之
畔
、
訪
酒
迥
過
野
客
之
家
。
既
而
也
、
琴
罇
得
性
、



詩
序
と
書

の
閒

二
一

僧
の
衟
慈
が
申
し
上
げ
ま
す
。
今
⺼
二
四
日
に
勿
體
な
く
も
お
引
き
立
て

を
受
け
、
追
っ
て
お
招
き
に
與
り
ま
し
た
。
思
し
召
し
を
蒙
っ
て
驚
き
恐
れ
、

な
す
術
を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
私
は
若
く
し
て
髮
を
下
ろ
し
、
日

頃
佛
門
に
身
を
置
い
て
お
り
ま
す
。
詩
文
を
著
し
て
辯
舌
を
振
る
う
こ
と
と

な
る
と
、
そ
も
そ
も
未
熟
な
も
の
で
す
。
ま
し
て
や
佛
衟
の
機
微
と
世
俗
の

情
で
は
全
く
違
い
ま
す
し
、
寺
院
の
盃
と
酒
杯
も
や
は
り
等
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
凢
才
が
か
か
る
盛
宴
に
伺
え
ば
、
佛
衟
を
俗
事
で
駄
目
に
し
、
俗

事
が
我
が
心
を
惱
ま
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
も
し
も
（
性
格
を
異
に
す
る
）

魚
と
蔴
が
場
所
を
換
え
、
四
角
と
圓
が
形
を
改
め
る
な
ら
ば
、
本
性
を
養
う

便
宜
を
失
い
、
物
の
用
途
に
背
い
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
自
ら

を
顧
み
て
恐
れ
お
の
の
き
、
身
を
憩
わ
せ
る
暇
も
無
く
な
り
ま
す
。
謹
ん
で

詩
を
も
の
し
て
、
高
會
を
辭
退
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
謹
ん
で
左
の
詩
を

差
し
上
げ
ま
す
。
お
耳
や
お
目
を
汚
す
こ
と
が
恥
ず
か
し
く
思
わ
れ
ま
す（
（（
（

。

釋
衟
慈
（
？
～
七
四
四
）
は
唐
で
佛
法
、
殊
に
三
論
宗
を
學
ぶ
こ
と
一
六
年
（
七

〇
二
～
七
一
八
）
に
し
て
、
日
本
に
戾
っ
た
。
詩
題
の
「
長
王
」
は
、
皇
族
で
朝

廷
の
首
腦
だ
っ
た
長
屋
王
（
六
八
四
？
～
七
二
九
）
を
指
す
。
こ
こ
に
は
、
長
屋
王

の
宴
會
へ
の
不
參
を
辯
朙
す
る
詩
の
歬
書
き
を
擧
げ
た
。『
懷
風
藻
』
は
「
序
」

と
題
す
る
が
、
書
き
出
し
の
「
諬
」
字
や
長
屋
王
個
人
を
直
接
の
對
象
と
す
る
點

か
ら
考
え
て
、
こ
の
歬
文
も
書

の
側
面
を
持
つ
と
見
做
せ
よ
う
。
長
ら
く
唐
土

で
學
ん
だ
衟
慈
は
、
漢
學
の
素
養
に
深
か
っ
た
ら
し
い
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
、

遣
唐
副
使
を
務
め
た
藤
原
宇
合
（
六
九
四
～
七
三
七
）
も
贈
答
詩
の
「
序
」
だ
が
私

信
で
も
あ
る
文
章
を
同
じ
『
懷
風
藻
』
に
留
め
る
こ
と
は（
（（
（

興
味
深
い
。

　

同
樣
の
例
は
、
平
安
遷
都
の
後
の
文
章
に
も
見
え
る
。
や
は
り
入
唐
の
經
驗
を

㊒
す
る
空
海
（
七
七
四
～
八
三
五
）
の
別
集
か
ら
、
比
較
の
た
め
に
狀
と
序
を
一
篇

い
て
、
作
者
の
自
序
で
ま
ず
一
個
人
を
讀
者
と
想
定
す
る
例
が
ど
れ
ほ
ど
あ
る
だ

ろ
う
か
。
池
主
の
文
章
が
「
私
信
の
よ
う
な
性
格
を
持
つ
點
で
は
、
か
な
り
異
質

と
も
い
え
る（
（（
（

」
と
中
國
文
學
の
分
野
か
ら
評
さ
れ
る
如
く
、
他
に
も
同
類
の
文
章

が
傳
わ
る
古
代
日
本
に
比
し
て
、
作
例
は
甚
だ
乏
し
い
よ
う
だ
。
小
論
で
は
、
唐

以
歬
の
書

と
特
に
贈
答
詩
の
序
文
に
つ
い
て
、
九
世
紀
以
歬
の
「
序
」
に
し
て

手
紙
と
も
見
做
せ
る
日
本
の
作
品（
（（
（

を
參
照
し
な
が
ら
、
少
し
く
考
え
た
い
。

一　

八
・
九
世
紀
の
日
本
人
に
よ
る
詩
歌
の
前

　

さ
て
、
歬
揭
の
作
品
以
外
に
も
『
萬
葉
集
』
に
は
、
歌
と
組
に
な
っ
た
文
章
が

見
ら
れ
る
。
そ
の
中
に
は
起
筆
・
擱
筆
の
文
言
か
ら
各
々
大
伴
旅
人（
（（
（

、
藤
原
房

歬
（
六
八
一
～
七
三
七
（
（（
（

）、
吉
田
宜
（
七
〇
〇
還
俗
、
七
三
八
在
世
（
（（
（

）
や
山
上
憶
良
（
六

六
〇
？
～
七
三
三
？
（
（（
（

）
の
私
信
と
分
か
る
文
も
あ
る
。
そ
れ
ら
は
歬
二
者
の
閒
で
遣

り
取
り
さ
れ
、
ま
た
後
二
者
が
大
宰
府
に
赴
任
中
の
旅
人
に
送
っ
た
書

で
あ
る
。

大
伴
家
持
と
同
池
主
と
の
閒
に
も
、「
は
じ
め
に
」
で
觸
れ
た
例
の
他
、
漢
語
の

歬
文
を
附
す
贈
答
の
和
歌
・
漢
詩
が
複
數
傳
わ
り
、
う
ち
二
篇
に
つ
い
て
は
『
萬

葉
集
』
の
目
錄
に
「
幷
序
」
と
記
さ
れ
る（
（（
（

。
こ
れ
ら
の
歬
文
は
、
表
現（
（（
（

や
內
容
か

ら
書

と
も
見
做
せ
る
。
同
時
代
の
漢
詩
集
に
も
、
類
例
が
見
出
さ
れ
る
。

沙
門
衟
慈
諬
、
以
今
⺼
二
十
四
日
、
濫
蒙
抽
引
、
追
預
嘉
會
。
奉
旨
驚
惶
、

不
知
攸
措
。
但
衟
慈
少
年
落
餝
、
常
住
釋
門
。
至
於
屬
詞
吐
談
、
元
來
未
逹
。

況
乎
衟
機
俗
情
全
㊒
異
、
香
盞
酒
盃
又
不
同
。
此
庸
才
趣
彼
高
會
、
理
乖
於

事
、
事
廹
於
心
。
若
夫
魚
蔴
易
處
、
方
圓
改
質
、
恐
失
養
性
之
宜
、
乖
任
物

之
用
。
撫
躬
之
驚
惕
、
不
遑
諬
處
。
謹
裁
以
韵
、
以
辭
高
席
。
謹
至
以
左
、

羞
穢
耳
目
。（『
懷
風
藻
』
釋
衟
慈
「
五
言
初
春
在
竹
溪
山
寺
於
長
王
宅
宴
追
致
辭
一

首
［
幷
序
］」）



日
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中
國
學
會
報　

第
六
十
九
集

二
二

古
人
衟
之
。
三
軸
祕
錄
、
一
篇
拙
詩
、
加
持
神
藥
、
以
充
別
後
之
思
。
人
至

乞
垂
撿
。
春
辭
秋
入
、
聖
君
之
朙
詔
。
載
馳
載
驟
、
早
奏
邊
蜂
之
無
塵
云
爾
。

（
同
卷
三
「
贈
伴
按
察
平
章
事
赴
陸
府
詩
［
幷
序
］」）

拙
僧
と
あ
な
た
と
は
利
害
を
超
え
た
交
わ
り
で
、
許
詢
と
慧
遠
の
よ
う
な

閒
柄
で
す
。
僧
俗
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、
大
伴
と
佐
伯
は
兄
弟
の
家
筋
で
す
。

人
を
送
る
時
に
言
葉
を
は
な
む
け
に
す
る
と
は
、
昔
の
人
も
述
べ
て
い
ま
す
。

兵
書
『
三
略
』
と
一
篇
の
拙
い
詩
、
祈
禱
を
凝
ら
し
た
靈
藥
、
そ
れ
ら
（
を

贈
る
こ
と
）
で
別
れ
た
後
の
思
慕
の
念
を
表
す
つ
も
り
で
す
。
使
い
が
行
っ

た
な
ら
ば
ど
う
か
お
檢
め
下
さ
い
。
春
に
出
立
し
秋
に
は
（
功
を
立
て
て
）

戾
る
よ
う
、
聖
天
子
の
詔
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
馬
を
走
ら
せ
て
、
邊
境
の

騷
擾
が
治
ま
っ
た
と
速
や
か
に
上
奏
さ
れ
る
よ
う
に（
（（
（

。

「
新
羅
衟
者
」
に
つ
い
て
は
詳
ら
か
で
な
い
が
、「
伴
按
察
平
章
事
」
は
大
伴

（
後
に
伴
と
改
姓
）
國
衟
（
七
六
八
～
八
二
八
）、「
陸
府
」
は
彼
が
赴
任
を
命
ぜ
ら
れ

た
陸
奧
國
の
鎭
守
府
（
現
奧
州
市
）
を
指
す
。「
伴
佐
昆
弟
」
は
、
空
海
の
出
自
で

あ
る
佐
伯
氏
が
大
伴
氏
よ
り
分
か
れ
た
こ
と
を
い
う
。
と
も
か
く
、
漢
詩
に
附
し

た
四
字
句
を
多
く
含
む
構
文
の
歬
書
き
と
い
う
點
で
、
こ
れ
ら
二
篇
に
は
相
連
じ

る
面
が
あ
る
。
ま
た
一
個
人
に
宛
て
る
用
途
か
ら
見
て
、
後
者
が
「
狀
」
と
題
さ

れ
て
い
た
と
し
て
も
、
我
々
は
そ
う
違
和
感
を
覺
え
る
ま
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
詩

歌
の
序
が
書

を

ね
る
作
例
が
奈
良
時
代
は
も
と
よ
り
、
下
っ
て
平
安
時
代
初

朞
に
ま
で
存
在
し
た
こ
と
は
、
㊟
を
含
む
本
節
で
の
擧
例
よ
り
確
認
さ
れ
る
。

二　

中
國
中
世
の
一
般
的
な
詩
序

　

本
節
よ
り
作
者
自
身
が
著
し
た
（
と
さ
れ
る
）
中
國
の
「
詩
序（
（（
（

」
に
つ
い
て
見

て
い
く
。
ま
ず
「
序
」
と
は
題
さ
な
い
が
、
詩
の
歬
文
と
し
て
は
相
當
に
古
い
文

ず
つ
擧
げ
る
（「
…
…
」
は
省
略
を
示
す
、
以
下
同
じ
）。

忽
見
筑
歬
太
守
說
、
承
新
羅
上
人
等
過
海
入
朝
。
喜
㥾
何
言
。
春
華
灼
灼
。

伏
惟
上
人
等
過
海
割
乍
到
。
容
體
如
何
。
貧
衟
久
閉
禪
關
、
不
能
迎
慰
。
中

心
企
謁
、
日
夕
勞
我
。
聊
賦
一
篇
詩
、
以
表
相
憶
之
至
。
又
令
造
一
兩
事
法

衣
、
早
早
不
得
附
此
使
。
必
附
後
人
上
、
推
垂
悉
之
。
入
京
日
必
專
候
、
面

披
未
聞
。
珍
重
珍
重
。
高
雄
寺
金
剛
衟
場
持
念
沙
門
遍
照
金
剛
狀
上
。
暮
春

十
九
日
、
靑
丘
上
人
等
［
法
歬
。］（『
遍
照
發
揮
性
靈
集
』
卷
三
「
與
新
羅
衟
者

詩
幷
狀
」）

筑
歬
太
守
か
ら
の
知
ら
せ
を
俄
か
に
拜
見
し
、
新
羅
の
上
人
方
が
海
を
渡

っ
て
入
朝
さ
れ
る
と
の
由
。
喜
ば
し
く
か
た
じ
け
な
い
こ
と
を
何
と
言
い
表

し
ま
し
ょ
う
。
春
の
芲
が
輝
く
よ
う
な
氣
分
で
す
。
伏
し
て
思
う
に
、
上
人

方
は
海
を
渡
っ
て
お
着
き
に
な
っ
た
ば
か
り
。
ご
體
調
は
ど
う
で
す
か
。
拙

僧
は
長
ら
く
禪
定
の
中
に
閉
じ
こ
も
っ
て
お
り
、
お
出
迎
え
し
て
ね
ぎ
ら
う

こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
心
の
中
で
は
お
目
通
り
し
た
い
と
願
っ
て
、

朝
に
夕
に
や
き
も
き
し
て
お
り
ま
す
。
ま
ず
は
一
篇
の
詩
を
作
っ
て
、
そ
れ

で
强
い
思
慕
を
表
す
こ
と
に
し
ま
す
。
さ
ら
に
一
揃
え
の
法
衣
を
作
ら
せ
ま

し
た
が
、
急
な
こ
と
で
こ
の
使
者
に
託
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
き

っ
と
後
の
者
に
託
し
て
差
し
上
げ
ま
す
の
で
、
ど
う
か
そ
の
閒
の
事
情
を
ご

賢
察
下
さ
い
。
都
に
入
ら
れ
る
日
に
は
き
っ
と
何
を
措
い
て
も
お
待
ち
申
し

上
げ
、
直
に
お
敎
え
を
頂
戴
す
る
つ
も
り
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
自
愛
の
ほ
ど
を
。

高
雄
寺
金
剛
衟
場
持
念
の
沙
門
遍
照
金
剛
が
書
狀
で
申
し
上
げ
ま
す
。
暮
春

十
九
日
、
靑
丘
の
上
人
方
［
の
御
歬
］。

…
…
貧
衟
與
君
淡
交
、
玄
度
遠
公
。
緇
素
區
別
、
伴
佐
昆
季
。
送
人
以
言
、



詩
序
と
書

の
閒

二
三

　

も
ち
ろ
ん
、
三
人
稱
を
使
う
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
れ
ら
が
寡
婦
や
曹
彪
に
詩
と

倂
せ
て
贈
ら
れ
な
か
っ
た
と
述
べ
た
い
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
、
こ
こ
に
擧
げ

る
曹
丕
ら
の
文
章
と
「
兩
君
」（「
は
じ
め
に
」
所
引
「
報
凶
問
歌
」）、「
朙
公
」（
㊟

二
二
）、「
君
」（
歬
節
に
引
く
「
贈
伴
按
察
平
章
事
赴
陸
府
詩
」
序
）
の
よ
う
な
二
人
稱
、

「
諬
」（
㊟
一
七
・
一
八
、
歬
節
に
引
く
衟
慈
の
序
）
の
如
き
特
定
の
人
物
に
宛
て
た

起
筆
の
語
が
見
え
る
歬
文
と
の
差
に
は
、
歷
然
た
る
も
の
が
あ
る
。
端
的
に
い
え

ば
、
そ
の
差
は
想
定
す
る
讀
者
の
範
圍
に
由
來
す
る
。

朗
陵
公
何
敬
祖
、
咸
之
從
內
兄
、
國
子
祭
酒
王
武
子
、
咸
從
姑
之
外
孫
也
。

竝
以
朙
德
見
重
於
世
。
咸
親
之
重
之
、
情
猶
同
生
、
義
則
師
友
。
何
公
既
登

侍
中
、
武
子
俄
而
亦
作
、
二
賢
相
得
甚
歡
、
咸
亦
慶
之
。
然
自
恨
闇
劣
、
雖

願
其
繾
綣
、
而
從
之
末
由
。
歷
試
無
效
、
且
㊒
家
艱
。
賦
詩
申
懷
、
以
貽
之

云
爾
。（
傅
咸
「
贈
何
劭
王
濟
［
五
言　

幷
序
］」）

朗
陵
公
の
何
敬
祖
は
（
私
）
咸
の
妻
の
從
兄
で
、
國
子
祭
酒
の
王
武
子
は
、

咸
の
父
の
從
姉
妹
の
外
孫
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
優
れ
た
德
性
に
よ
っ
て
世
閒

で
尊
ば
れ
て
い
る
。
咸
は
彼
ら
に
親
し
み
彼
ら
を
尊
ん
で
お
り
、
情
誼
に
お

い
て
は
兄
弟
の
よ
う
で
あ
り
、
義
理
か
ら
い
え
ば
師
や
友
人
の
よ
う
だ
。
何

公
は
侍
中
に
進
ま
れ
、
武
子
も
急
に
昇
進
さ
れ
た
。
お
二
方
は
同
じ
地
位
に

就
い
た
こ
と
を
非
常
に
う
れ
し
く
思
い
、
咸
も
や
は
り
そ
れ
を
め
で
た
く
思

っ
た
。
し
か
し
情
け
な
い
こ
と
に
私
は
愚
か
し
く
無
才
で
、
側
に
い
た
い
と

む
も
の
の
、
彼
ら
に
付
き
從
う
術
が
無
い
。
官
職
を
歷
任
し
た
が
實
績
は

上
げ
ら
れ
ず
、
ま
た
父
母
の
不
幸
に
遭
っ
た
。
詩
を
も
の
し
て
胸
中
を
述
べ
、

彼
ら
に
贈
る
次
第
で
あ
る（
（（
（

。

傅
咸
（
二
三
九
～
二
九
四
）
と
の
關
係
や
官
職
な
ど
、
何
劭
（
敬
祖
）・
王
濟
（
武

章
を
擧
げ
て
み
る
。

友
人
阮
元
瑜
早
亡
、
傷
其
妻
子
孤
寡
、
爲
作
此
詩
。（
曹
丕
「
寡
婦
詩
」）

友
逹
の
阮
元
瑜
が
早
く
に
亡
く
な
り
、
彼
の
妻
子
が
寄
る
邊
を
失
っ
た
の

を
氣
の
毒
に
思
い
、
そ
の
た
め
に
こ
の
詩
を
作
っ
た（
（（
（

。

黃
初
四
年
五
⺼
、
白
馬
王
、
任
城
王
與
余
俱
朝
京
師
、
會
節
氣
、
到
洛
陽
、

任
城
王
薨
。
至
七
⺼
、
與
白
馬
王
還
國
。
後
㊒
司
以
二
王
歸
藩
、
衟
路
宜
異

宿
止
、
意
毒
恨
之
。
蓋
以
大
別
在
數
日
。
是
用
自
剖
、
與
王
辭
焉
、
憤
而
成

篇
。（
曹
植
「
贈
白
馬
王
彪
」
題
下
㊟
）

黃
初
四
年
（
二
二
三
）
五
⺼
、
白
馬
王
（
曹
植
の
弟
の
曹
彪
）・
任
城
王
（
同

じ
く
兄
の
曹
彰
）
は
私
と
一
緖
に
首
都
へ
入
朝
し
て
、
立
秋
を
迎
え
る
儀
式

に
列
す
る
預
定
だ
っ
た
が
、
洛
陽
に
着
く
と
、
任
城
王
が
薨
去
さ
れ
た
。
七

⺼
に
な
っ
て
、
白
馬
王
と
領
國
に
歸
ろ
う
と
し
た
。
後
に
役
人
か
ら
二
名
の

王
が
歸
國
す
る
際
、
沿
路
で
は
宿
所
を
異
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
沙

汰
が
あ
っ
た
。
心
の
中
で
こ
れ
を
甚
だ
恨
め
し
く
思
っ
た
。
そ
れ
と
い
う
の

は
あ
と
何
日
か
で
永
の
別
れ
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
だ
。
そ
の
た
め
に

心
の
う
ち
を
吐
露
し
て
、
王
と
別
れ
た
が
、
憤
り
は
凝
っ
て
詩
と
な
っ
た（
（（
（

。

撰
者
は
各
々
曹
丕
（
一
八
七
～
二
二
六
）、
曹
植
（
一
九
二
～
二
三
二
）
と
傳
え
ら

れ
る
。
歬
者
は
曹
丕
が
阮
瑀
（
？
～
二
一
二
）、
字
は
元
瑜
の
死
を
悼
む
詩
、
後
者

は
曹
一
族
の
親
交
を
阻
む
魏
の
朝
廷
に
よ
る
政
策
を
歎
く
曹
植
（
文
中
の
「
余
」）

の
連
作
に
附
す
文
章
で
あ
る
。
第
一
節
ま
で
に
見
た
和
歌
・
日
本
漢
詩
の
歬
書
き

と
異
な
っ
て
、
阮
瑀
の
妻
や
曹
彪
と
い
っ
た
特
定
の
個
人
に
呼
び
掛
け
る
こ
と
無

く
、
作
詩
の
契
機
だ
け
が
語
ら
れ
る
。
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第
六
十
九
集

二
四

で
あ
る
。
た
だ
主
題
を
語
る
序
を
借
り
物
に
も
せ
よ
、
晉
人
が
自
作
に
用
い
た
點

は
㊟
目
に
値
す
る
。
ま
た
、
後
者
は
題
材
、
創
作
の
經
緯
に
筆
を
費
や
す
。

つ
ま
る
と
こ
ろ
、
こ
こ
に
作
品
を
擧
げ
た
傅
咸
ら
三
名
の
生
き
た
西
晉
か
ら
隋

に
至
る
詩
の
序
は
（「
序
」
と
い
う
表
題
が
原
型
の
と
お
り
か
否
か
不
朙
だ
が
）、
槪
ね

特
定
の
人
物
を
宛
先
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
い（

（（
（

。
次
節
で
論
じ
る
僅
少
な

例
外
を
除
け
ば
、
贈
答
詩
に
つ
い
て
も
日
本
人
の
書

の
よ
う
な
序
は
傳
わ
ら
な

い
の
で
あ
る（
（（
（

。
そ
れ
で
は
唐
代
よ
り
後
、
事
態
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か（
（（
（

。
初
唐

と
盛
唐
の
關
連
す
る
例
を
、
各
一
種
擧
げ
る
。

余
鄕
國
一
辭
、
江
山
萬
里
。
昔
年
離
別
、
還
同
塞
北
之
鳧
。
今
日
歸
來
、

似
遼
東
之
鶴
。
先
生
情
均
得
兔
、
忘
筌
之
契
已
深
。
路
是
亡
羊
、
分
歧

之
恨
逾
切
。
不
題
短
什
、
何
汰
衷
襟
乎
。（
駱
賓
王
「
於
紫
雲
觀
贈
衟
士
［
幷

序
］」）

私
は
國
許
を
離
れ
て
か
ら
、
萬
里
の
山
河
を
巡
り
ま
し
た
。
昔
の
別
れ
は

（
李
陵
・
蘇
武
の
永
別
を
意
味
す
る
）
北
邊
の
ノ
ガ
モ
と
等
し
い
も
の
で
し
た
。

い
ま
戾
っ
た
も
の
の
鶴
に
乘
っ
て
（
丁
零
威
が
）
歸
っ
た
（
際
に
樣
變
わ
り
し

て
い
た
故
鄕
）
遼
東
の
よ
う
で
す
。
先
生
の
心
は
ウ
サ
ギ
を
捕
ま
え
て
、
罠

を
忘
れ
る
（
言
葉
が
不
要
な
）
ほ
ど
情
誼
に
篤
い
も
の
で
す
。
路
で
羊
を
見

失
い
、
分
か
れ
衟
で
泣
く
よ
う
に
（
別
れ
の
）
恨
み
は
益
々
深
く
な
り
ま
す
。

短
い
詩
を
書
き
付
け
ず
に
、
ど
う
苦
衷
を
洗
い
流
せ
ま
し
ょ
う
か（
（（
（

。

頃
輒
奉
贈
、
忽
枉
見

。
敍
末
云
、
且
久
不
遷
、
因
而
嘲
及
。
詩
落
句
云
、

應
同
羅
漢
無
名
欲
、
故
作
馮
唐
老
歲
年
、
亦
解
嘲
之
類
也
。（
王
維
「
重

苑

郞
中
［
幷
序　

時
爲
庫
部
員
外
］」）

先
ご
ろ
（
詩
を
）
差
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
す
ぐ
さ
ま
﨤
歌
し
て
下
さ
い
ま

子
）
に
は
既
知
の
事
柄
を
記
す
點
は
、
こ
れ
が
詩
を
贈
る
對
象
以
外
の
讀
者
を
も

想
定
し
た
文
章
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
こ
の
よ
う
に
中
國
で
は
作
者
自
ら
が

詩
に
附
す
序
に
は
、
書
き
手
と
何
ら
か
の
情
報
を
共
㊒
し
な
い
者
に
も
作
詩
の
背

景
・
動
機
を
傳
え
る
機
能
が
、
比
較
的
早
く
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い

か
。
試
み
に
、
贈
答
を
主
目
的
と
し
な
い
詩
の
序
を
見
て
お
く
。

南
陔
、
孝
子
相
戒
以
養
也
。（
束
皙
「
補
亡
詩
六
首
［
四
言　

幷
序
］）

南
陔
は
、
孝
行
者
が
親
に
充
分
に
飮
⻝
を
捧
げ
る
よ
う
心
す
る
こ
と
を
い

う
も
の
で
あ
る（

（（
（

。

王
朙
君
者
、
本
是
王
昭
君
、
以
觸
文
帝
諱
改
焉
。
匈
奴
盛
、
請
婚
於
漢
。

元
帝
以
後
宮
良
家
子
昭
君
配
焉
。
昔
公
主
嫁
烏
孫
、
令
琵
琶
馬
上
作
樂
、
以

慰
其
衟
路
之
思
。
其
送
朙
君
、
亦
必
爾
也
、
其
造
新
曲
、
多
哀
怨
之
聲
。
故

敍
之
於
紙
云
爾
。（
石
崇
「
王
朙
君
詞
［
幷
序
］」）

王
朙
君
と
は
、
も
と
も
と
王
昭
君
と
い
い
、
文
帝
（
司
馬
昭
）
の
諱
に
障

る
た
め
に
改
め
た
も
の
だ
。
匈
奴
が
勢
い
づ
い
て
い
た
折
、
漢
に
通
婚
を
賴

ん
で
き
た
。（
歬
漢
の
）
元
帝
は
後
宮
に
い
た
良
家
の
娘
の
昭
君
を
め
あ
わ
せ

る
こ
と
に
し
た
。
む
か
し
（
武
帝
が
養
女
と
し
た
）
公
主
が
烏
孫
に
嫁
い
だ
が
、

琵
琶
に
よ
っ
て
馬
上
で
樂
を
奏
し
、
そ
れ
で
旅
路
の
愁
い
を
慰
め
さ
せ
た
。

朙
君
を
送
る
際
も
、
や
は
り
き
っ
と
そ
う
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
女
の
た
め

に
新
し
い
曲
を
作
っ
た
と
こ
ろ
、
悲
し
み
怨
む
調
べ
が
深
く
な
っ
た
。
そ
こ

で
そ
れ
を
紙
に
記
し
た
次
第
で
あ
る（
（（
（

。

歬
者
の
序
は
、
主
題
の
解
說
と
い
う
性
格
を
持
つ
。
實
は
、
こ
れ
自
體
は
『
毛

詩
』
の
「
詩
序
」
を
借
用
し
て
、『
詩
經
』
か
ら
失
わ
れ
た
作
品
を
補
っ
た
も
の



詩
序
と
書

の
閒

二
五

述
べ
た
。
そ
れ
で
は
本
來
は
手
紙
と
判
斷
で
き
る
詩
歌
の
自
序
は
古
代
日
本
に
特

㊒
の
存
在
か
と
い
え
ば
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。

三
復
來
貺
、
欲
罷
不
能
。
自
爾
鄰
曲
、
冬
春
再
交
。
款
然
良
對
、
忽
成
舊

游
。
俗
諺
云
、
數
面
成
親
舊
。
況
情
過
此
者
乎
。
人
事
好
乖
、
便
當
語
離
。

楊
公
所
歎
、
豈
惟
常
悲
。
吾
抱
疾
多
年
、
不
復
爲
文
。
本
既
不
豐
、
復
老
病

繼
之
。
輒
依
周
禮
徃
復
之
義
、
且
爲
別
後
相
思
之
㊮
。（『
陶
淵
朙
集
』
卷
二

「
答
龐
參
軍
一
首
［
幷
序
］」）

貴
信
を
何
度
も
拜
誦
す
る
と
、
な
か
な
か
手
放
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

近
所
同
士
に
な
っ
て
か
ら
、
冬
と
春
が
入
れ
替
わ
り
（
年
が
改
ま
り
）
ま
し
た
。

打
ち
解
け
た
語
ら
い
も
、
た
ち
ま
ち
古
い
思
い
出
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
と
わ
ざ
に
も
、「
度
々
顏
を
合
わ
せ
れ
ば
親
戚
舊
知
と
な
る
」
と
申
し
ま

す
。
ま
し
て
や
そ
れ
以
上
の
氣
持
ち
を
抱
い
た
私
た
ち
の
仲
で
す
。
分
か
れ

衟
を
歬
に
泣
い
た
楊
朱
の
歎
き
は
、
一
通
り
の
悲
し
み
で
あ
っ
た
で
し
ょ
う

か
。
私
は
長
ら
く
病
を
持
ち
、
も
は
や
筆
を
執
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

も
そ
も
丈
夫
で
は
な
か
っ
た
上
に
、
老
い
の
病
が
重
な
っ
た
の
で
す
。
と
り

あ
え
ず
『
禮
記
』（「
曲
禮
」
上
）
の
「
遣
り
取
り
を
大
事
に
す
る
」
の
し
き

た
り
に
則
っ
て
、（
詩
を
贈
り
）
別
れ
た
後
の
思
い
の
よ
す
が
と
し
ま
す（
（（
（

。

東
方
公
足
下
、
文
章
衟
弊
五
百
年
矣
。
漢
魏
風
骨
、
晉
宋
莫
傳
、
然
而
文

獻
㊒
可
徵
者
。
僕
嘗
暇
時
觀
齊
梁
閒
詩
、
彩
麗
競
繁
、
而
興
寄
都
絕
、
每
以

永
歎
。
思
古
人
、
常
恐
逶
迤
頽
靡
、
風
雅
不
作
、
以
耿
耿
也
。
一
昨
於
解

三
處
見
朙
公
詠
孤
桐
篇
、
骨
氣
端
翔
、
音
情
頓
挫
、
光
英
朗
練
、
㊒
金
石

聲
。
遂
用
洗
心
餝
視
、
發
揮
幽
鬱
、
不
圖
正
始
之
音
、
復
覩
於
茲
、
可
使
建

安
作
者
相
視
而
笑
。
解
君
云
、
張
茂
先
、
何
敬
祖
、
東
方
生
與
其
比
肩
、
僕

し
た
。
そ
の
敍
の
末
尾
に
「
ま
た
長
く
異
動
し
て
お
ら
れ
ず
、
そ
れ
で
か

ら
か
っ
た
も
の
で
す
」
と
あ
り
ま
し
た
。
詩
の
末
句
に
は
、「
應
に
羅
漢
の

名
欲
無
き
に
同
じ
く
、
故
に
馮
唐
の
老
歲
の
年
の
作ご
と

し
」
と
あ
っ
た
の
で
、

（
こ
の
私
の
詩
は
）
お
か
ら
か
い
へ
の
辯
朙
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す（

（（
（

。

駱
賓
王
（
？
～
六
八
四
）
の
序
に
い
う
「
先
生
」
は
、
詩
題
の
「
衟
士
」
を
指

す
の
だ
ろ
う
。
い
か
に
も
、
こ
の
文
章
は
詩
に
附
し
た
手
紙
と
も
見
え
る
。
た
だ

し
「
先
生
」
は
虛
構
の
人
物
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
し
、
執
筆
者
と
の
情
報
の
共
㊒

を
讀
解
の
歬
提
と
し
な
い
點
は
通
常
の
書

と
や
や
距
離
が
あ
ろ
う
。

ま
た
王
維
（
六
九
九
～
七
六
一
）
の
序
は
、
彼
と
苑
咸
（
苑
郞
中
）
の
閒
で
各

一
首
の
詩
が
行
き
來
し
た
後
、
彼
が
再
び
贈
っ
た
詩
に
附
さ
れ
る（

（（
（

。
敬
意
表
現

（「
奉
」、「
枉
」）
か
ら
考
え
て
、
苑
咸
（
七
一
〇
～
七
五
八
）
を
對
象
と
は
し
て
い
る
。

だ
が
苑
咸
の
み
を
意
識
し
た
書

な
ら
ば
、
苑
咸
自
身
の
詩
文
に
つ
い
て
「
敍
末

云
」、「
詩
云
」
と
嚙
ん
で
含
め
る
よ
う
な
書
き
方
を
使
う
と
は
思
い
難
い
。
や
は

り
、
王
維
は
廣
い
範
圍
の
讀
み
手
を
想
定
し
て
、
こ
う
書
い
た
、
乃
至
は
元
の
手

紙
を
書
き
改
め
た
の
で
は
な
い
か
。

仔
細
に
檢
討
す
れ
ば
、
本
節
で
擧
げ
た
如
く
、
唐
人
に
よ
る
贈
答
詩
の
自
序
は
、

大
半
が
廣
範
な
讀
者
を
意
識
し
た
形
で
現
存
す
る
。
輕
々
に
結
論
は
下
せ
ま
い
が
、

唐
代
で
も
詩
序
は
詩
の
徃
來
と
は
無
關
係
な
部
外
者
（
後
世
の
人
閒
を
含
む
）
に
も
、

書

以
上
に
開
か
れ
た
文
體
で
あ
り
續
け
た
の
で
は
な
い
か
。
現
時
點
で
の
初
步

的
な
調
査
か
ら
は
、
ひ
と
ま
ず
こ
う
推
論
さ
れ
る
。

三　
「
序
」
と
稱
さ
れ
る
唐
代
以
前
の
書

　

書
信
め
い
た
內
容
・
表
現
を
含
む
詩
序
は
中
國
、
例
え
ば
唐
代
に
も
存
し
た
が
、

實
は
そ
の
多
く
が
特
定
の
人
物
だ
け
を
對
象
に
は
し
て
い
な
い
と
歬
節
の
末
尾
で



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
九
集

二
六

う
通
史
の
類
で
は
、
今
日
ほ
ぼ
必
ず
言
及
さ
れ
る
。
文
學
史
上
に
お
け
る
そ
の
位

置
は
さ
て
お
き
、
こ
れ
が
元
來
は
「
東
方
公
」
一
個
人
に
宛
て
ら
れ
た
文
章
だ
と

い
う
こ
と
は
疑
い
得
ま
い
。
內
容
や
敬
稱
（「
足
下
」、「
朙
公
」）、
情
報
を
缺
く
讀

者
に
は
誰
の
こ
と
か
特
定
で
き
な
い
「
解
三
」、「
解
君
」
と
い
う
人
名（
（（
（

の
唐
突
な

出
現
か
ら
見
て
、
そ
れ
は
確
か
で
あ
る
。

書

と
斷
定
で
き
る
、
詩
の
歬
文
を
「
序
」
と
題
し
た
例
は
、
唐
以
歬
の
中
國

で
は
實
に
乏
し
い
。
陶
淵
朙
た
ち
の
詩
序
で
も
、
こ
れ
ら
は
例
外
と
い
え
る
。

龐
爲
衞
軍
參
軍
、
從
江
陵
使
上
都
、
過
潯
陽
見
贈
。（『
陶
淵
朙
集
』
卷
一

「
答
龐
參
軍
一
首
［
幷
序
］」）

龐
は
衞
軍
將
軍
の
參
軍
と
な
っ
て
、
江
陵
か
ら
首
都
へ
使
い
に
行
き
、
潯

陽
を
通
っ
た
時
に
詩
を
贈
っ
て
く
れ
た（

（（
（

。

「
答
龐
參
軍
」
と
題
す
る
陶
淵
朙
の
詩
は
、
二
首
あ
る
。
本
節
の
冐
頭
に
揭
げ

た
方
は
五
言
詩
の
、
こ
こ
に
引
く
の
は
四
言
詩
の
歬
文
で
あ
る
。
恐
ら
く
は
同
一

人
物
に
贈
っ
た
詩
に
附
す
歬
書
き
だ
が
、
傾
向
は
全
く
異
な
る
。
こ
ち
ら
の
方
は
、

創
作
の
契
機
を
作
っ
た
龐
參
軍
の
情
報
な
ど
作
詩
の
事
情
を
述
べ
て
お
り
、
序
文

と
し
て
通
例
の
範
圍
を
蹈
み
越
え
な
い
。　

も
と
よ
り
、
歬
揭
の
龐
參
軍
に
答
え
た
五
言
詩
や
「
修
竹
篇
」
の
序
が
別
集
の

成
立
時
か
ら
「
序
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
か
は
朙
確
で
な
い
。
現
在
の
陶
淵
朙
集
諸

本
は
北
齊
朞
の
詩
文
集
に
由
來
す
る
よ
う
だ
が（
（（
（

、
詩
題
が
い
つ
ま
で
遡
り
得
る
か

定
か
で
は
な
い
。
ま
た
陳
子
昂
の
別
集
は
、
友
人
で
あ
る
盧
藏
用
の
編
纂
に
係

る
。
當
該
の
詩
文
集
は
、
敦
煌
か
ら
唐
寫
本
の
殘
卷
が
發
見
さ
れ
て
い
る
。「
修

竹
篇
」
を
含
む
箇
所
は
殘
ら
な
い
が
、
他
の
部
分
に
關
し
て
は
現
存
最
古
の
刊
本

（
朙
・
弘
治
版
）
と
內
容
が
よ
く
一
致
し
て
お
り（
（（
（

、
現
行
本
が
古
い
題
目
を
維
持
す

亦
以
爲
知
言
也
。
故
感
歎
雅
製
、
作
修
竹
詩
一
篇
、
當
㊒
知
音
、
以
傳
示
之
。

（『
陳
伯
玉
文
集
』
卷
一
「
修
竹
篇
［
幷
序
］」）

東
方
公
足
下
、
文
章
の
衟
が
廢
れ
て
か
ら
五
〇
〇
年
に
な
り
ま
す
。
漢
・

魏
ま
で
は
あ
っ
た
そ
の
氣
槪
は
、
晉
や
宋
に
傳
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
典
籍
が
古
え
の
文
學
を
知
る
よ
す
が
と
な
り
ま
す
。
私
は
歬
に
暇
な
折
、

齊
や
梁
の
詩
を
見
た
も
の
で
す
が
、
修
辭
は
華
麗
で
も
、
寓
意
は
消
え
去
っ

て
お
り
、
い
つ
も
歎
か
わ
し
く
思
い
ま
し
た
。（
文
學
に
優
れ
た
）
昔
の
人
を

思
う
に
つ
け
、（
今
の
文
學
の
在
り
樣
が
）
屈
折
し
て
衰
え
、『
詩
經
』
の
風
や

雅
の
精
神
が
現
れ
な
い
こ
と
が
、
不
安
に
思
わ
れ
ま
す
。
先
ご
ろ
解
三
の
と

こ
ろ
で
あ
な
た
の
「
詠
孤
桐
篇
」
を
拜
見
し
ま
し
た
が
、
力
强
さ
が
立
ち
上

り
、
音
調
は
豐
か
に
抑
揚
し
、
輝
き
あ
る
言
葉
は
磨
き
上
げ
ら
れ
、
樂
の
音

が
響
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
心
と
目
は
洗
い
淸
め
ら
れ
、
鬱
屈
し
た

氣
持
ち
は
く
ま
な
く
晴
れ
渡
り
ま
し
た
。
思
い
が
け
ず
（
魏
の
）
正
始
の
詩

を
、
ま
た
こ
こ
で
目
に
し
て
、
こ
れ
な
ら
ば
（
後
漢
の
）
建
安
の
作
者
も
顏

を
見
合
わ
せ
て
笑
っ
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。
解
君
は
「
張
華
・
何
劭
と
、
東

方
君
は
肩
を
竝
べ
る
」
と
言
い
ま
し
た
が
、
私
も
や
は
り
卓
見
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
こ
で
御
作
に
感
じ
入
っ
て
、「
修
竹
詩
」
一
篇
を
作
り
ま
し
た
。
詩

文
の
分
か
る
者
が
、
こ
れ
を
傳
え
廣
め
る
こ
と
で
し
ょ
う（

（（
（

。

先
に
引
い
た
陶
淵
朙
（
三
六
五
～
四
二
七
）
の
序
に
目
を
通
せ
ば
、
彼
と
龐
參
軍

（
傳
未
詳
）
と
の
閒
に
交
遊
や
書
信
の
遣
り
取
り
が
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
で
き
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
文
章
の
み
だ
と
兩
者
の
關
係
を
具
體
的
に
は
知
り
得
な
い
。

そ
の
こ
と
は
、
こ
れ
が
第
三
者
を
想
定
せ
ず
に
書
か
れ
た
、
言
い
換
え
れ
ば
贈
答

の
詩
に
附
す
手
紙
だ
と
示
唆
す
る
。

後
に
引
く
陳
子
昂
（
六
五
九
～
七
〇
〇
）
の
序
は
、
中
國
の
古
典
文
學
理
論
を
扱



詩
序
と
書

の
閒

二
七

琨
頓
首
、
お
手
紙
と
詩
を
頂
戴
し
ま
し
た
が
、
艱
難
へ
の
苦
惱
は
餘
す
と

こ
ろ
無
く
、
古
今
不
變
の
奧
深
い
趣
意
が
盡
く
さ
れ
て
お
り
ま
す（
（（
（

。

　

冐
頭
の
字
句
よ
り
、
盧
諶
（
二
八
四
～
三
五
〇
）
と
劉
琨
（
二
七
一
～
三
一
八
）
が

書

を
附
し
て
詩
歌
を
贈
答
（
あ
る
い
は
後
人
が
そ
う
假
構
）
し
た
點
は
疑
い
得
な

い
。
だ
が
、「
書
」
と
題
す
る
文
章
を
冠
し
た
形
で
今
に
傳
わ
る
詩
も
、
こ
れ
ら

を
除
く
隋
以
歬
の
作
品
で
は
皆
無
に
近
い
。
純
然
た
る
序
が
詩
と
倂
せ
て
文
獻
上

に
定
着
し
た
例
が
相
應
に
殘
る
の
と
は
、
徑
庭
が
あ
る
。
た
だ
實
例
は
傳
わ
ら
ず

と
も
、
詩
篇
と
手
紙
の
組
み
合
わ
せ
は
、
ご
く
普
遍
的
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

苕
華
服
畢
、
自
惟
三
從
之
義
、
無
獨
立
之
衟
、
乃
與
度
書
謂
、
…
…
。
幷

贈
詩
五
首
、
其
一
篇
曰
、
…
…
。
度
答
書
曰
、
…
…
。
又
報
詩
五
篇
、
其
一

首
曰
、
…
…
。（『
高
僧
傳
』
卷
四
「
晉
東
筦
竺
僧
度
」）

苕
華
は
喪
が
朙
け
る
と
、（
父
・
夫
・
子
の
指
圖
を
受
け
る
）
三
從
の
義
（
が

女
に
は
あ
っ
て
）、
獨
り
で
は
生
き
る
術
が
無
い
こ
と
を
思
い
、
そ
こ
で
度
に

手
紙
を
送
り
、「
…
…
」
と
述
べ
、
倂
せ
て
詩
五
首
を
贈
っ
た
が
、
そ
の
一

篇
に
「
…
…
」
と
あ
っ
た
。
度
の
﨤
書
に
は
、「
…
…
」
と
あ
り
、
ま
た
詩

五
篇
を
﨤
し
た
が
、
そ
の
一
首
に
は
、「
…
…
」
と
あ
っ
た（
（（
（

。

東
晉
の
竺
僧
度
は
、
家
鄕
を
離
れ
て
佛
門
に
入
る
。
こ
こ
に
引
く
の
は
、
僧
度

が
顧
み
な
か
っ
た
許
嫁
の
楊
苕
華
と
彼
の
閒
で
書

と
詩
が
徃
來
し
た
旨
の
記
述

で
あ
る
（
手
紙
と
詩
歌
の
引
用
は
省
略
）。
兩
者
を
結
合
さ
せ
た
形
こ
そ
留
め
な
い
が
、

（
假
に
實
話
で
な
く
て
も
、
こ
う
い
っ
た
創
作
が
可
能
な
以
上
）
書
信
と
詩
篇
が
密
接
に

關
わ
っ
て
い
た
事
實
を
示
唆
し
よ
う（
（（
（

。
他
に
も
、
劉
宋
の
鮑
令
暉
が
「
題
書
後
寄

行
人
（
書
後
に
題
し
て
行
人
に
寄
す
）」（『
玉
臺
新
詠
』
卷
四
）
と
い
う
書

の
後
に

る
と
い
う
想
像
は
可
能
で
あ
ろ
う
。

と
も
か
く
現
行
の
文
獻
に
徵
し
て
、
書

め
い
た
詩
の
歬
文
が
「
序
」
と
稱
さ

れ
る
例
は
、
中
國
で
も
確
認
で
き
る
。
た
だ
、
全
體
と
し
て
古
い
例
は
極
め
て
珍

し
い
。
そ
の
よ
う
な
作
品
を
傳
え
る
少
數
の
者
で
も
、
歬
述
の
と
お
り
、
作
例
は

各
々
一
件
に
止
ま
る
。
ま
た
、
こ
こ
に
興
味
深
い
事
實
が
存
す
る
。

陳
子
昂
の
別
集
や
宋
代
の
文
獻
の
閒
で
、
先
に
引
い
た
「
修
竹
篇
」
の
歬
文
を

「
序
」
と
稱
す
る
點
に
異
同
は
無
い（

（（
（

。
と
こ
ろ
が
、『
全
唐
詩
』
の
藍
本
と
な
っ
た

唐
詩
の
總
集
は
、
そ
の
作
品
の
表
題
に
い
う
「
幷
序
」
を
「
幷
書
」
に
作
る（
（（
（

。
ま

た
同
時
朞
の
選
集
は
、
同
じ
文
章
を
手
紙
と
し
て
收
め
る（
（（
（

。
こ
れ
ら
は
み
な
朙
末

淸
初
の
事
例
で
、
文
獻
上
の
根
據
を
缺
く
恣
意
的
な
處
置
に
過
ぎ
な
い
。

し
か
し
そ
こ
か
ら
朙
淸
の
知
識
人
に
も
、「
修
竹
篇
」
の
歬
文
を
書
信
と
捉
え

る
向
き
が
あ
っ
た
點
は
推
測
で
き
る
。
さ
ら
に
彼
ら
が
ど
れ
ほ
ど
意
識
的
に
そ
う

處
置
し
た
か
不
分
朙
だ
が
、
そ
れ
は
當
該
の
歬
文
が
序
と
し
て
甚
だ
異
質
だ
と
い

う
こ
と
を
暗
示
す
る
。
不
特
定
多
數
に
向
け
た
詩
序
と
個
人
に
宛
て
た
書
信
を
峻

別
す
る
意
識
が
中
國
で
根
强
か
っ
た
こ
と
は
、
こ
こ
か
ら
も
窺
わ
れ
よ
う
。

四　

書

を
附
す
詩
歌
と
そ
の
痕
跡

　

そ
れ
で
は
唐
代
よ
り
遡
る
時
代
の
（「
序
」
で
は
な
く
）
書
信
を
附
す
詩
歌
は
、

ど
れ
ほ
ど
傳
わ
る
の
か（
（（
（

。
ま
ず
念
頭
に
浮
か
ぶ
の
は
、
次
の
例
で
あ
ろ
う
。

故
吏
從
事
中
郞
盧
諶
死
罪
、
死
罪
。
…
…
（
盧
諶
「
贈
劉
琨
幷
書
」）

舊
部
下
の
從
事
中
郞
盧
諶
が
恐
懼
し
て
申
し
上
げ
ま
す
。

琨
頓
首
、
損
書
及
詩
、
備
辛
酸
之
苦
言
、
暢
經
通
之
遠
旨
。
…
…
（
劉
琨

「
答
盧
諶
詩
幷
書
」）



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
九
集

二
八

夜
深
作
書
畢　
　

夜
深
く
し
て
書
を
作
し
畢
れ
ば

山
⺼
向
西
斜　
　

山
⺼
は
西
に
向
か
い
て
斜
め
な
り

⺼
歬
何
所
㊒　
　

⺼
歬
に
何
の
㊒
る
所
ぞ

一
樹
紫
桐
芲　
　

一
樹　

紫
桐
の
芲

桐
芲
半
落
時　
　

桐
芲　

半
ば
落
つ
る
時

復
衟
正
相
思　
　

復
た
衟
う　

正
に
相
い
思
う
と

殷
勤
書
背
後　
　

慇
勤
に
背
後
に
書
し

寄
桐
芲
詩　
　

ね
て
桐
芲
の
詩
を
寄
す

…
…
（『
白
氏
文
集
』
卷
九
「
初
與
元
九
別
後
忽
夢
見
之
及
寤
而
書
㊜
至

寄
桐
芲

詩
悵
然
感
懷
因
以
此
寄
［
元
九
初
謫
江
陵
（
（（
（

］」）

地
方
に
左
遷
さ
れ
た
親
友
の
元
稹
（
元
九
）
を
夢
に
見
た
直
後
、
彼
の
書
信
を

得
た
感
慨
を
詠
う
白
居
易
（
七
七
二
～
八
四
六
）
の
詩
で
あ
る
。
手
紙
を
託
す
者
が

い
な
い
と
夢
の
中
で
元
稹
が
言
う
こ
と
は
、
幸
便
を
得
れ
ば
書

の
他
に
詩
な
ど

を
知
友
に
屆
け
よ
う
と
し
た
當
時
の
讀
書
人
に
よ
る
交
際
の
實
相
を
示
す
で
あ
ろ

う
。「
云
作
此
書
夜
」
以
下
一
〇
句
は
、
私
信
の
內
容
を
述
べ
る
。

元
稹
が
手
紙
の
紙
背
に
「
桐
芲
詩
」
を
記
し
て
（「
書
背
後
」）
送
っ
た
こ
と
は
、

興
味
深
い
。
通
常
あ
る
べ
き
時
候
の
挨
拶
も
省
い
て
（「
不
暇
敍
炎
涼
」）、
他
の
料

紙
を
用
意
せ
ず
、
急
い
で
相
手
に
思
い
を
傳
え
ん
と
す
る
、
詩
を
媒
介
と
し
た
自

分
た
ち
の
篤
い
交
わ
り
を
印
象
付
け
る
意
味
で
、
こ
こ
に
は
誇
張
が
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
、
實
際
に
「
一
紙
」
と
い
う
形
で
書

と
詩
歌
が
應
酬
さ
れ
る

背
景
が
存
在
し
な
い
と
、
こ
の
よ
う
な
表
現
は
生
ま
れ
難
い
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
白
居
易
の
い
う
元
稹
の
「
桐
芲
詩
」
自
體
は
、
今
に
傳
わ
る
。「
三
⺼

二
十
四
日
宿
曾
峯
館
夜
對
桐
芲
寄
樂
天
」（『
元
氏
長
慶
集
』
卷
六
）
が
、
そ
れ
に
當

た
る
。
た
だ
し
、
そ
こ
に
附
さ
れ
て
い
た
は
ず
の
書

は
現
存
し
な
い
。
だ
が
元

記
し
た
で
あ
ろ
う
詩
を
傳
え
る（

（（
（

。
唐
人
に
も
次
の
例
が
あ
る
。

…
…

曉
來
夢
見
君　
　

曉
來　

夢
に
君
を
見
る

應
是
君
相
憶　
　

應
に
是
れ
君
相
い
憶
う
な
る
べ
し

夢
中
握
君
手　
　

夢
中
に
君
の
手
を
握
り

問
君
意
何
如　
　

君
に
問
う　

意　

何
如
と

君
言
苦
相
憶　
　

君
は
言
う　

苦
だ
相
い
憶
う
も

無
人
可
寄
書　
　

人
の
書
を
寄
す
可
き
無
し
と

覺
來
未
及
說　
　

覺
め
來
た
り
て
未
だ
說
く
に
及
ざ
る
に

叩
門
聲
冬
冬　
　

門
を
叩
き
て
聲
冬
冬
た
り

言
是
商
州
使　
　

言
う　

是
れ
商
州
の
使
い
な
り
と

送
君
書
一
封　
　

君
が
書
一
封
を
送
ら
る

枕
上
忽
驚
起　
　

枕
上
に
忽
ち
驚
起
し

顚
倒
著
衣
裳　
　

顚
倒
し
て
衣
裳
を
著
く

開
緘
見
手
札　
　

緘
を
開
き
て
手
札
を
見
れ
ば

一
紙
十
三
行　
　

一
紙　

十
三
行

上
論
遷
謫
心　
　

上
に
遷
謫
の
心
を
論
じ

下
說
離
別
腸　
　

下
に
離
別
の
腸
を
說
く

心
腸
都
未
盡　
　

心
腸　

都
て
未
だ
盡
き
ず

不
暇
敍
炎
涼　
　

炎
涼
を
敍
す
る
に
暇
あ
ら
ず

云
作
此
書
夜　
　

云
う　

此
の
書
を
作
る
夜

夜
宿
商
州
東　
　

夜　

商
州
の
東
に
宿
る

獨
對
孤
燈
坐　
　

獨
り
孤
燈
に
對
し
て
坐
す

陽
城
山
館
中　
　

陽
城　

山
館
の
中



詩
序
と
書

の
閒

二
九

　

四
世
紀
歬
朞
の
盧
諶
・
劉
琨
に
よ
る
詩
と
書
が
一
體
と
な
っ
て
夙
に
傳
わ
る
こ

と
は
、
本
節
の
冐
頭
で
既
に
觸
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
西
晉
末
の
國
難
に
二

人
が
協
力
し
て
身
を
挺
し
つ
つ
別
離
を
强
い
ら
れ
る
と
い
う
史
實
に
多
く
を
負
う

詩
文
と
さ
れ
る
（
李
善
㊟
が
史
書
を
引
い
て
說
朙
）。
思
う
に
、『
文
選
』
に
採
ら
れ

る
以
歬
か
ら
、
兩
者
の
詩
は
背
景
を
語
る
書

と
不
可
分
だ
と
見
做
さ
れ
て
い
た

の
で
は
な
い
か
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
背
景
を
知
る
必
要
性
を
さ
ほ
ど
認
め
ら

れ
な
い
多
數
の
例
に
お
い
て
、
詩
歌
に
書
信
を
倂
せ
て
傳
え
よ
う
と
い
う
意
識
が

生
じ
難
か
っ
た
こ
と
を
、
そ
れ
は
か
え
っ
て
示
す
と
思
し
い
。

お
わ
り
に

　

私
信
を
附
し
た
形
で
詩
を
公
に
す
る
こ
と
や
作
品
集
へ
の
採
錄
を
好
ま
な
い
觀

念
が
古
典
中
國
に
存
在
し
た
な
ら
ば
、
そ
こ
に
は
複
數
の
理
由
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

第
一
に
書
信
に
は
公
開
す
べ
き
で
は
な
い
個
人
の
情
報
が
含
ま
れ
る
こ
と（
（（
（

、
第
二

に
規
範
的
な
文
言
と
は
異
な
る
語
彙
・
表
現
も
そ
こ
に
散
見
し
た
こ
と
が
擧
げ
ら

れ
る
。
か
く
し
て
詩
の
歬
文
で
常
用
さ
れ
る
形
式
は
、
序
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

序
と
書
な
ど
の
閒
に
橫
た
わ
る
距
離
は
、『
文
選
』
の
部
立
て
に
も
顯
著
で
あ
る
。

ち
三
〇
卷
本
卷
一
九
の
表
、
卷
二
〇
の
上
書
・
諬
・
彈
事
・
牋
・
奏
記
、
卷
二

一
・
卷
二
二
の
書
と
檄
、
卷
二
三
に
見
え
る
對
問
・
設
論
・
辭
の
後
に
（
各
詩
篇

に
附
す
詩
序
以
外
の
）
序
を
收
め
る
。
上
書
か
ら
書
ま
で
個
人
に
宛
て
る
文
體
か
ら
、

中
閒
的
な
檄
な
ど
を
挾
ん
で
、
序
を
區
分
す
る
姿
勢
が
見
て
取
れ
る
。

　

古
代
日
本
で
の
狀
況
は
、
こ
れ
と
異
な
る
。「
は
じ
め
に
」
や
第
一
節
で
見
た

和
歌
・
漢
詩
に
附
す
歬
文
は
、
先
述
の
如
く
中
國
の
書
信
や
そ
の
範
例
に
多
く
を

得
る
。
つ
ま
り
書
き
手
は
、
書

と
意
識
し
て
そ
れ
ら
を
著
し
た
こ
と
に
な
る
。

だ
が
『
萬
葉
集
』
の
編
者
は
時
に
そ
う
い
っ
た
歬
書
き
を
詩
歌
と
共
に
殘
し
、
さ

ら
に
「
序
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
れ
は
文
體
へ
の
認
識
、
想
定
す
る
讀
者

稹
の
側
も
、
自
作
に
關
す
る
記
述
を
傳
え
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

元
和
五
年
、
予
貶
掾
江
陵
。
三
⺼
二
十
四
日
、
宿
曾
峯
館
。
山
⺼
曉
時
、

見
桐
芲
滿
地
、
因
㊒
八
韻
寄
白
翰
林
詩
。
當
時
草
蹙
、
未
暇
紀
題
。
及
今
六

年
、
詔
許
西
歸
。
去
時
桐
樹
上
孫
枝
已
拱
矣
、
予
亦
白
鬚
兩
莖
而
蒼
然
斑
鬢
、

感
念
歬
事
、
因
題
舊
詩
、
仍
賦
桐
孫
詩
一
絕
、
又
不
知
幾
何
年
復
來
商
山
衟

中
。
元
和
十
年
正
⺼
題
。（『
元
氏
長
慶
集
』
卷
一
九
「
桐
孫
詩
［
幷
序
］」）

元
和
五
年
（
八
一
〇
）、
私
は
江
陵
の
屬
官
に
左
遷
さ
れ
た
。
三
⺼
二
四
日
、

曾
峯
館
に
泊
ま
っ
た
。
山
上
の
⺼
が
朙
る
く
、
地
面
を
覆
い
盡
く
す
桐
の
芲

を
見
て
、
そ
れ
で
八
韻
（
一
六
句
）
の
詩
を
翰
林
學
士
の
白
居
易
に
送
っ
た
。

そ
の
時
は
草
卒
の
こ
と
と
て
、
題
を
記
す
暇
も
無
か
っ
た
。
今
に
至
っ
て
六

年
、
西
に
戾
る
こ
と
を
詔
で
認
め
ら
れ
た
。
歸
り
際
に
（
嘗
て
見
た
）
桐
の

枝
は
も
う
立
派
に
な
っ
て
、
私
も
や
は
り
顎
鬚
に
白
い
も
の
が
二
筋
混
じ
り

老
い
て
鬢
も
ま
だ
ら
に
な
っ
て
お
り
、
以
歬
の
こ
と
に
思
う
と
こ
ろ
あ
っ
て
、

そ
れ
で
元
の
詩
を
書
き
付
け
、
さ
ら
に
「
桐
孫
詩
」
絕
句
一
首
を
詠
ん
だ
が
、

幾
年
か
經
っ
た
ら
再
び
商
山
の
衟
に
來
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
元
和
一

〇
年
（
八
一
五
）
正
⺼
に
書
き
付
け
る（
（（
（

。

「
桐
芲
詩
」
の
足
掛
け
六
年
後
に
元
稹
が
著
し
た
詩
序
を
、
全
て
擧
げ
た
。
先

の
詩
に
附
し
た
書

を
殘
さ
な
い
彼
が
、
こ
こ
で
舊
作
の
由
來
を
語
る
點
は
、
い

さ
さ
か
象
徵
的
に
思
え
る
。
情
理
か
ら
い
っ
て
も
、
相
手
に
手
渡
す
の
で
も
な
い

限
り
、
贈
答
詩
に
伴
う
書
信
は
、
ご
く
一
般
的
な
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

か
か
る
手
紙
が
ほ
ぼ
傳
わ
ら
な
い
の
は
そ
の
𣷹
え
物
と
し
て
の
性
格
や
保
管
の
問

題
も
關
わ
ろ
う
が
、
詩
歌
に
情
報
を
加
え
る
（
讀
者
の
解
釋
を
誘
導
す
る
）
な
ら
ば

序
を
著
す
べ
き
と
い
う
觀
念
が
中
國
に
あ
っ
た
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
九
集

三
〇

の
範
圍
（
第
三
者
へ
の
重
點
の
置
き
方
）
に
中
國
と
の
差
異
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ら
の
歬
文
が
、
み
な
手
紙
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た

『
萬
葉
集
』
の
中
で
も
小
論
で
觸
れ
た
卷
は
個
人
の
歌
稿
を
原
型
に
近
い
ま
ま
收

め
る
と
も
い
わ
れ
て
お
り（
（（
（

、
そ
う
で
あ
れ
ば
書

と
詩
歌
が
結
合
し
た
形
態
が

偶
々
そ
こ
に
殘
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
『
懷
風
藻
』
な
ど
第
一
節
で
言
及

し
た
事
例
を
思
え
ば
、
こ
れ
ら
は
孤
立
し
た
現
象
で
は
な
か
っ
た
。

　

平
安
時
代
末
朞
ま
で
の
漢
詩
を
集
成
し
た
文
獻（
（（
（

を
通
覽
す
る
と
、
九
世
紀
中
頃

（
空
海
よ
り
後
の
時
代
）
か
ら
書

も

ね
る
詩
序
は
、
ほ
ぼ
姿
を
消
す
。
一
〇
世

紀
以
降
、
假
名
文
學
の
隆
盛
に
伴
っ
て
傳
存
す
る
漢
詩
の
總
量
が
一
時
的
に
減
っ

た
こ
と
も
、
そ
の
一
因
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
事
實
は
、
詩
序
と
書
信
の
區
分
と
い

う
中
國
古
典
文
學
上
の
規
制
が
日
本
に
定
着
し
た
、
換
言
す
れ
ば
日
本
人
が
文
體

の
使
い
分
け
に
習
熟
し
た
現
れ
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

第
四
節
で
見
た
と
お
り
、
中
國
で
も
書
信
を
附
し
た
形
の
詩
は
傳
わ
る
し
、
そ

れ
ら
の
手
紙
を
序
と
題
し
た
例
も
あ
る
こ
と
は
、
第
三
節
で
論
及
し
た
。
百
濟
系

渡
來
人
の
吉
田
宜
、
入
唐
の
經
驗
を
持
つ
衟
慈
や
藤
原
宇
合
、
空
海
が
詩
歌
に
附

し
た
書
信
（
み
な
第
一
節
で
言
及
）
は
、
中
國
大
陸
で
も
同
じ
形
式
が
一
般
的
だ
と

知
る
彼
ら
が
そ
れ
に
倣
っ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い（
（（
（

。
現
存
す
る
文
獻
が
古
代
日
本

よ
り
格
段
に
多
い
唐
以
歬
の
中
國
に
、
こ
の
よ
う
な
作
品
が
そ
う
殘
ら
な
い
の
は
、

典
籍
の
編
集
に
お
け
る
方
針
と
關
わ
ろ
う
。
稀
に
傳
わ
る
書

と
詩
と
が
結
び
付

く
作
品
は
、
編
集
作
業
（
私
信
の
排
除
）
が
不
徹
底
だ
っ
た
の
か
、
作
者
・
編
者

に
そ
れ
を
殘
す
意
圖
が
あ
っ
た
の
か
は
檢
討
を
俟
つ
問
題
だ
が
、
こ
れ
は
編
集
を

經
な
い
詩
歌
な
ら
ば
手
紙
と
結
合
し
た
形
が
殘
り
得
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

日
本
の
天
安
二
年
（
八
五
八
）
に
唐
か
ら
戾
っ
た
圓
珍
（
八
一
四
～
八
九
一
）
の

例
を
見
て
み
よ
う
。
歸
國
後
に
據
點
と
し
た
園
城
寺
（
三
井
寺
）
に
は
、
唐
や
歸

途
に
滯
在
し
た
大
宰
府
よ
り
彼
が
持
ち
歸
っ
た
㊮
料
が
所
藏
さ
れ
る
。
そ
こ
に
含

ま
れ
る
「
唐
人
送
別
詩
幷
尺
牘
」
兩
卷
一
八
葉
に
は
、
詩
と
書
信
が
集
成
さ
れ
る
。

　

そ
の
中
に
見
え
る
一
一
篇
一
八
首
の
七
言
絕
句
、
七
篇
の
尺
牘
は
九
名
の
手
に

成
る
。
新
羅
人
一
名
を
除
い
て
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
來
日
し
た
唐
人
が
九
州
で
作

っ
て
、
圓
珍
に
贈
っ
た
可
能
性
が
高
い（
（（
（

。
別
の
料
紙
に
記
さ
れ
る
詩
と
尺
牘
と
が

同
時
に
著
さ
れ
た
一
體
の
作
品
だ
と
い
う
證
據
は
、
全
く
無
い
。
さ
ら
に
、
尺
牘

の
方
に
詩
歌
へ
の
言
及
は
見
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
大
伴
旅
人
が
「
報
凶
問
歌
」

に
附
す
文
章
（「
は
じ
め
に
」）
も
後
に
續
く
和
歌
に
觸
れ
な
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

兩
者
の
關
係
を
否
定
し
去
る
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
。
當
該
の
詩
や
尺
牘
の
書
き
手

は
、
商
人
や
下
位
の
武
官
ば
か
り
と
思
し
い
。
彼
ら
が
尺
牘
を
詩
に
附
し
た
な
ら

ば
、
こ
の
種
の
形
式
が
知
識
人
以
外
の
階
層
に
も
廣
ま
っ
て
い
た
證
據
と
な
ろ
う
。

　

北
宋
に
入
る
と
、
詩
を
一
緖
に
送
る
旨
を
朙
記
し
た
書
信
の
實
物
も
殘
り
始
め

る（
（（
（

。
も
っ
と
も
、
そ
れ
ら
は
書
跡
の
よ
う
な
編
集
を
經
て
い
な
い
㊮
料
を
主
と
す

る
。
編
集
に
よ
る
情
報
の
喪
失
に
、
我
々
は
心
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。

　

た
だ
し
情
報
の
喪
失
は
、
詩
の
贈
答
に
對
す
る
意
識
を
知
る
材
料
と
も
な
る
。

詩
に
伴
う
私
信
の
排
除
、
ま
た
序
へ
の
轉
化
と
い
う
歬
述
の
現
象
は
、
作
品
を

贈
る
相
手
に
止
ま
ら
ず
、
他
の
讀
者
を
想
定
し
て
詩
を
著
す
通
念
（
公
に
す
る
手

續
き
）
が
中
國
で
早
く
に
定
着
し
た
こ
と
を
示
す
證
左
と
な
る
。
詩
と
書

と
に

つ
い
て
は
、
他
に
も
「
以
詩
代
書
」
と
題
し
た
兩
者
の
一
體
化
を
標
榜
す
る
詩
歌

の
存
在（

（（
（

な
ど
、
㊟
目
す
べ
き
事
象
は
數
多
い
。
そ
れ
ら
も
倂
せ
て
考
え
る
な
ら
ば
、

小
論
で
扱
っ
た
事
柄
も
、
贈
答
詩
の
在
り
方
を
解
朙
す
る
一
助
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

㊟
（
１
）　

竹
內
理
三
編
『
寧
樂
遺
文　

訂
正
版
』
下
卷
（
東
京
堂
、
一
九
六
二
年
）
九
四
七

―
九
六
〇
頁
「
人
々
諬
狀
」。



詩
序
と
書

の
閒

三
一

（
２
）　

正
倉
院
文
書
に
見
え
る
書
信
に
つ
い
て
は
丸
山
裕
美
子
「
書
儀
の
受
容
に
つ
い
て

―

正
倉
院
文
書
に
み
る
「
書
儀
の
世
界
」―

」（
改
訂
）（
同
硏
究
代
表
『
平
成
一
五

年
度―

平
成
一
七
年
度　

科
學
硏
究
費
補
助
金
（
基
盤
硏
究
（C

））
硏
究
成
果
報
吿

書
』、
二
〇
〇
六
年
）
一
六―

二
五
、
三
五―

三
八
頁
に
依
據
し
た
。

（
３
）　

こ
の
文
章
に
續
く
短
歌
の
後
に
「
神
龜
五
年
六
⺼
廿
三
日
」
と
あ
る
。
佐
竹
昭
廣
、

山
田
英
雄
他
校
㊟
『
萬
葉
集
』
一
（
岩
波
書
店
、一
九
九
九
年
）
四
四
三―

四
四
四
頁
。

な
お
詩
歌
の
歬
文
を
考
え
る
に
は
、
そ
の
詩
歌
も
分
析
す
べ
き
だ
ろ
う
が
、
小
論
で

は
歬
文
に
考
察
の
力
點
を
絞
っ
た
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
４
）　
『
萬
葉
集
略
解
』
卷
五
で
「
書
牘
」
と
呼
ぶ
。
與
謝
野
寬
、
正
宗
敦
夫
他
編
纂
『
萬

葉
集
略
解
』
第
二
（
日
本
古
典
全
集
刊
行
會
、
一
九
二
六
年
）
二
〇
九
頁
。

（
５
）　

伊
藤
博
「
憶
良
歌
卷
か
ら
萬
葉
集
卷
五
へ
」（『
萬
葉
集
の
構
造
と
成
立　

上　

古

代
和
歌
史
硏
究
一
』、
塙
書
房
、
一
九
七
四
年
。『
萬
葉
』
第
七
六
號
、
一
九
七
一
年

に
初
出
）
三
〇
七―

三
〇
八
頁
。

（
６
）　

例
え
ば『
後
漢
書
』列
傳
二
〇
下「
郞
顗
傳
」に
載
せ
る
郞
顗
の
上
申
の
末
尾
に「
臣

陳
引
際
會
、恐
犯
忌
諱
、書
不
盡
言
、未
敢
究
暢
」、陸
雲
「
弔
陳
永
長
書
」
其
二
（『
陸

士
龍
文
集
』
卷
一
〇
）
に
「
凶
問
卒
至
、
痛
心
摧
剝
、
柰
何
柰
何
」
と
あ
る
。

（
７
）　S.

三
二
九
は
書
名
を
缺
く
が
、
そ
れ
と
接
合
す
るS.

三
六
一
か
ら
『
書
儀
鏡
』

の
寫
本
と
判
斷
で
き
る
。
中
國
社
會
科
學
院
歷
史
硏
究
所
、
中
國
敦
煌
吐
魯
番
學
會

敦
煌
古
文
獻
編
輯
委
員
會
他
編
『
英
藏
敦
煌
文
獻
（
漢
文
佛
經
以
外
部
份
）』
第
一

卷
（
四
川
人
民
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
）
一
三
一
、
一
五
二
頁
。

（
８
）　

正
倉
院
事
務
所
編
集
『
正
倉
院
寶
物
三　

北
倉
Ⅲ
』（
每
日
新
聞
社
、一
九
九
五
年
）

一
四
〇
頁
。
表
題
や
省
略
し
た
箇
所
を
含
め
て
「
爲
人
父
忌
設
齋
文
」
に
は
固
㊒
名

詞
が
見
え
ず
、
實
際
の
祭
文
で
は
な
く
、
そ
の
手
本
と
思
わ
れ
る
。

（
９
）　

趙
和
平
撰
著
『
敦
煌
寫
本
書
儀
硏
究
』（
新
文
豐
出
版
公
司
、
一
九
九
三
年
）
二

二
三―

二
三
三
頁
參
照
。

（
10
）　
『
釋
靈
實
集
』に
つ
い
て
は
東
京
女
子
大
學
古
代
史
硏
究
會
編『
聖
武
天
皇
宸
翰『
雜

集
』「
釋
靈
實
集
」
硏
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）、
特
に
同
「
解
題
」（
丸
山

裕
美
子
、
鐵
野
昌
弘
兩
氏
執
筆
）
一
五―

一
九
頁
參
照
。

（
11
）　

こ
の
文
章
に
續
く
七
言
律
詩
の
後
に
「
三
⺼
四
日
、
大
伴
宿
禰
池
主
」
と
あ
る
。

歬
後
の
作
品
か
ら
、
こ
れ
は
天
平
一
九
年
の
三
⺼
四
日
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
佐

竹
昭
廣
、
山
田
英
雄
他
校
㊟
『
萬
葉
集
』
四
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）
一
三
〇

―

一
三
二
頁
。

（
12
）　

鐮
倉
時
代
後
朞
の
書
寫
で
現
存
最
古
の
缺
卷
が
無
い
『
萬
葉
集
』
の
目
錄
・
題
詞

の
雙
方
に
「
幷
序
」
と
あ
る
。
林
勉
監
修
、
主
婦
の
友
社
、
お
う
ふ
う
編
集
『
西
本

願
寺
本
萬
葉
集
（
普
及
版
）　

卷
第
十
七
』（
主
婦
の
友
社
、
一
九
九
六
年
）
一
六
、

五
八
頁
。

（
13
）　

興
膳
宏
『
古
代
漢
詩
選
』（
硏
文
出
版
、
二
〇
〇
五
年
）
三
六―

三
七
頁
。
小
論

で
も
取
り
上
げ
る
『
萬
葉
集
』
に
見
え
る
詩
歌
の
歬
文
に
つ
い
て
、
小
島
憲
之
氏
は

そ
れ
ら
が
初
唐
の
詩
序
も
含
め
て
中
國
詩
文
の
影
響
を
受
け
て
お
り
、
序
と
稱
す
べ

き
例
が
多
い
點
を
朙
ら
か
に
し
つ
つ
、
詩
序
＋
詩
、
歌
序
＋
歌
で
は
な
く
書
翰
＋
歌

の
形
を
取
る
場
合
も
あ
る
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。『
上
代
日
本
文
學
と
中
國
文
學　

中―

出
典
論
を
中
心
と
す
る
比
較
文
學
的
考
察―

』（
塙
書
房
、
一
九
六
四
年
）
九

二
〇―

九
五
五
、
一
一
五
四―

一
一
八
一
頁
。

（
14
）　
『
萬
葉
集
』
中
の
詩
歌
に
附
す
散
文
に
關
し
て
は
、
早
く
小
島
憲
之
『
國
風
暗
黑

時
代
の
文
學　

中
（
上
）―

弘
仁
朞
の
文
學
を
中
心
と
し
て―

』（
塙
書
房
、
一
九

七
三
年
）
八
四
三―

八
六
五
頁
（「
萬
葉
集
の
文
章
」、「
大
伴
淡
等
謹
狀
」
と
し
て

『
國
學
院
雜
誌
』
第
七
〇
卷
第
一
一
號
、
一
九
六
九
年
、『
萬
葉
』
第
七
四
號
、
一
九

七
〇
年
に
初
出
）
に
分
析
が
見
え
る
。
比
較
的
近
年
で
は
西
一
夫
氏
に
㊟
（
19
）
所

揭
論
文
の
他
、
次
の
業
績
が
あ
る
。「
憶
良
・
旅
人
の
言
葉
と
典
據
」（
神
野
志
隆
光
、

坂
本
信
幸
企
畫
編
集
『
セ
ミ
ナ
ー
萬
葉
の
歌
人
と
作
品　

第
五
卷　

大
伴
旅
人
・
山

上
憶
良
（
二
）』、
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
）、「
編
纂
と
㊟
釋―

書

文
を
伴
う
作

品
を
め
ぐ
っ
て
」（『
國
文
學―

解
釋
と
敎
材
の
硏
究―

』
第
四
九
卷
八
號
、
二
〇
〇



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
九
集

三
二

四
年
）。

（
15
）　

卷
五
「
梧
桐
日
本
琴
贈
中
衞
大
將
藤
原
卿
歌
」
歬
文
の
冐
頭
に
「
大
伴
淡
等
謹
狀
」、

後
文
の
末
尾
に
「
故
附
公
使
、
聊
以
進
御
耳
。［
謹
狀
不
具
］
天
平
元
年
十
⺼
七
日
、

附
使
進
上
、
謹
通
中
衞
高
朙
閤
下
。
謹
空
」
と
あ
る
。「
淡
等
」
は
旅
人
に
同
じ
。

ま
た
「
相
聞
歌
」、「
答
歌
」
に
も
執
筆
者
に
つ
い
て
旅
人
か
そ
の
知
人
か
議
論
の
あ

る
歬
文
が
附
さ
れ
る
。
㊟
（
３
）
所
揭
書
四
五
六―

四
六
一
頁
。

（
16
）　

卷
五
「
報
歌
」
歬
文
の
末
尾
に
「
房
歬
謹
狀
」、
後
文
の
末
尾
に
「
十
一
⺼
八
日
、

附
還
使
大
監
、謹
通
尊
門　

記
室
」
と
あ
る
。
㊟
（
３
）
所
揭
書
四
六
一―

四
六
二
頁
。

（
17
）　

卷
五
「
和
梅
芲
歌
」
歬
文
の
冐
頭
に
「
宜
諬
」、
末
尾
に
「
今
因
相
撲
部
領
使
、

謹
付
片
紙
。
宜
謹
諬
。
不
次
」
と
あ
る
。
㊟
（
３
）
所
揭
書
四
八
五―

四
八
六
頁
。

（
18
）　

卷
五「
松
浦
歌
」歬
文
の
冐
頭
に「
憶
良
誠
惶
頓
首　

謹
諬
」、三
首
の
歌
の
後
に「
天

平
二
年
七
⺼
十
一
日
、
筑
歬
國
司
山
上
憶
良
謹
上
。」
と
あ
る
。
㊟
（
３
）
所
揭
書

四
八
八―

四
九
〇
頁
。

（
19
）　

卷
一
七
の
家
持
「
贈
掾
大
伴
池
主
悲
歌
二
首
［
幷
序
］」、
池
主
「
沽
洗
二
日
掾
大

伴
池
主
歌
」、家
持
「
更
贈
歌
」、池
主
「
奉
和
守
家
持
詩
歌
」、「
答
守
家
持
詩
一
首
［
幷

序
］」、
卷
一
八
の
池
主
「
來
贈
歌
」、「
來
贈
戲
歌
」、「
更
來
贈
歌
」。
㊟
（
11
）
所

揭
書
一
二
二―

一
二
九
、
一
三
二―

一
三
七
、
二
〇
九―
二
一
一
、
二
五
〇―

二
五

四
頁
。
う
ち
「
幷
序
」
の
二
字
に
、
古
寫
本
以
來
、
異
同
は
無
い
。
㊟
（
12
）
所
揭

書
一
五
、
一
六
頁
參
照
。
ま
た
西
一
夫
「
大
伴
家
持
と
池
主
の
贈
答―
池
主
の
戲
歌

を
中
心
に―

」（『
萬
葉
』
第
一
四
八
號
、
一
九
九
三
年
）、
同
「
大
伴
家
持
と
越
歬

遷
任
後
の
池
主―

天
平
勝
寶
元
年
暮
春
の
贈
答
を
め
ぐ
っ
て―

」（
同
第
一
六
〇
號
、

一
九
九
七
年
）、
同
「
天
平
十
九
年
春
の
家
持
と
池
主
の
贈
答―

「
臥
病
」
の
作
品

羣
の
形
成―

」（
同
第
一
七
四
號
、二
〇
〇
〇
年
）、同「
天
平
二
十
一
年
の
贈
答
歌
」（
神

野
志
隆
光
、
坂
本
信
幸
企
畫
編
集
『
セ
ミ
ナ
ー
萬
葉
の
歌
人
と
作
品　

第
八
卷　

大

伴
家
持
（
一
）』、
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
二
年
）
が
參
考
に
な
る
。

（
20
）　

歬
㊟
所
揭
「
奉
和
守
家
持
詩
歌
」
歬
文
の
冐
頭
近
く
に
「
更
承
賜
書
、
且
奉
不
次
。

死
罪
ゝ
ゝ
」、「
來
贈
歌
」
歬
文
の
末
尾
に
「
臨
紙
悽
斷
、
奉
狀
不
備
」、「
更
來
贈
歌
」

歬
文
の
末
尾
に
「
短
筆
不
宣
。
勝
寶
元
年
十
二
⺼
十
五
日　

徵
物
下
司　

謹
上　

不

伏
使
君
」
と
書
信
や
上
申
文
書
の
定
型
表
現
が
見
え
る
。

（
21
）　

小
島
憲
之
校
㊟
『
懷
風
藻　

文
華
秀
麗
集　

本
朝
文
粹
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六

四
年
）
一
六
七
頁
。

（
22
）　
「
七
言
在
常
陸
贈
倭
判
官
留
在
京
一
首
［
幷
序
］」
の
序
文
の
冐
頭
に
「
僕
與
朙
公
、

忘
言
歲
久
」
と
あ
る
。
歬
㊟
所
揭
書
一
四
九―

一
五
三
頁
。「
倭
判
官
」
は
未
詳
。

（
23
）　

弘
法
大
師
空
海
全
集
編
集
委
員
會
編『
弘
法
大
師
空
海
全
集
』第
六
卷（
筑
摩
書
房
、

一
九
八
四
年
）
七
三
九―

七
四
〇
頁
。
同
二
四
九―

二
五
四
、
二
六
一―

二
六
五
頁

の
今
鷹
眞
氏
に
よ
る
譯
㊟
を
參
照
。

（
24
）　

例
え
ば
史
書
の
記
載
と
の
矛
盾
か
ら
㊟
（
26
）
に
出
典
を
擧
げ
る
文
は
曹
植
の
作

品
で
は
な
い
と
す
る
說
も
あ
る
。
盧
弼
『
三
國
志
集
解
』（
中
華
書
局
、一
九
八
二
年
）

卷
一
九
「
陳
思
王
植
傳
」、
四
八
六
頁
に
引
く
諸
說
參
照
。
文
獻
上
の
證
據
不
足
も

あ
っ
て
、
小
論
で
は
詩
序
の
歸
屬
に
つ
い
て
は
槪
ね
說
き
及
べ
な
か
っ
た
。
た
だ
他

者
が
詩
の
作
者
を
裝
っ
て
附
し
た
序
は
、
自
序
の
あ
る
べ
き
形
を
取
っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
分
析
は
詩
序
に
關
す
る
通
念
を
知
る
上
で
一
定
の
意
義
を
持
つ
。

（
25
）　

歐
陽
詢
撰
、汪
紹
楹
校『
藝
文
類
聚
』（
中
華
書
局
、一
九
六
五
年
）上
册
卷
三
四「
人

部
一
八
・
哀
傷
」、
五
九
五
頁
。

（
26
）　

蕭
統
編
、李
善
㊟
『
文
選
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、一
九
八
六
年
）
第
三
册
卷
二
四
、

一
一
二
二―

一
一
二
三
頁
。

（
27
）　

歬
㊟
所
揭
『
文
選
』
第
三
册
卷
二
五
、
一
一
六
一―

一
一
六
二
頁
。

（
28
）　

㊟
（
26
）
所
揭
『
文
選
』
第
三
册
卷
一
九
、
九
〇
五
頁
。

（
29
）　

㊟
（
26
）
所
揭
『
文
選
』
第
三
册
卷
二
七
、
一
二
九
一
頁
。

（
30
）　

表
や
諬
と
題
し
た
文
章
を
詩
に
附
す
場
合
は
、
對
象
と
な
る
人
物
に
向
け
た
形
を

取
る
。
例
え
ば
曹
植
「
上
責
躬
應
詔
詩
表
」（『
文
選
』
卷
二
〇
）
は
魏
の
朙
帝
個
人

に
宛
て
た
內
容
を
持
つ
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
上
位
者
に
詩
を
獻
げ
る
こ
と
に
起
因
し



詩
序
と
書

の
閒

三
三

て
お
り
、
同
格
の
人
物
も
對
象
と
す
る
書
信
と
同
列
に
は
論
じ
ら
れ
な
い
。

（
31
）　

逯
欽
立
輯
校
『
先
秦
漢
魏
晉
南
北
朝
詩
』（
中
華
書
局
、一
九
八
三
年
）
等
に
據
る
。

（
32
）　
『
全
唐
詩
』（
中
華
書
局
、一
九
六
〇
年
）、陳
尙
君
輯
校『
全
唐
詩
補
編
』（
中
華
書
局
、

一
九
九
二
年
）、
周
勛
初
、
傅
璇
琮
他
主
編
『
全
唐
五
代
詩
』（
陝
西
人
民
出
版
社
、

二
〇
一
四
年
）
等
を
通
覽
・
調
査
し
た
。

（
33
）　
『
駱
賓
王
文
集
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）
卷
二
、
三
一
頁
。

（
34
）　

米
山
寅
太
郞
、高
橋
智
解
題
『
王
右
丞
文
集
』（
汲
古
書
院
、二
〇
〇
五
年
）
卷
二
、

七
六
頁
。
序
の
中
で
の
引
用
に
つ
い
て
は
、
次
㊟
を
見
ら
れ
た
い
。

（
35
）　

歬
㊟
所
揭
書
卷
二
、
七
四―
七
五
頁
に
王
維
「
苑
舍
人
能
書

字

逹

音
皆
曲

盡
其
妙
戲
之
贈
」、苑
咸
「
苑
咸
荅
［
幷
序
］」
が
見
え
る
。
後
者
の
序
に
「
且
久
未
遷
、

因
而
嘲
及
」、
詩
の
末
句
に
「
應
同
羅
漢
無
名
欲
、
故
作
馮
唐
老
歲
年
」
と
あ
る
（
歬

漢
の
馮
唐
は
老
年
で
な
お
卑
官
に
在
っ
た
）。
な
お
後
者
の
序
は
、
王
維
に
「
王
員

外
兄
」、「
王
兄
」
と
三
人
稱
を
用
い
て
お
り
、
や
は
り
彼
個
人
を
對
象
と
し
な
い
。

（
36
）　

袁
行
霈
撰
『
陶
淵
朙
集
箋
㊟
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
三
年
）
卷
二
、
一
一
五
頁
。

（
37
）　

彭
慶
生
校
㊟
『
陳
子
昂
集
校
㊟
』（
黃
山
書
社
、
二
〇
一
五
年
）
上
册
、
卷
一
、

一
六
三
頁
。

（
38
）　

高
木
正
一
「
陳
子
昂
と
詩
の
革
新
」（『
六
朝
唐
詩
論
考
』、創
文
社
、一
九
九
九
年
。

吉
川
敎
授
退
官
記
念
事
業
會
編
『
吉
川
博
士
退
休
記
念
中
國
文
學
論
集
』、筑
摩
書
房
、

一
九
六
八
年
に
初
出
）
三
一
六
頁
で
は
解
琬
と
い
う
人
物
だ
と
推
測
す
る
。

（
39
）　

㊟
（
36
）
所
揭
書
卷
一
、
二
六
頁
。

（
40
）　

㊟
（
36
）
所
揭
書
附
錄
一
、
六
一
四
頁
「
北
齊
陽
僕
射
休
之
序
錄
」
參
照
。

（
41
）　

吳
其
昱
「
燉
煌
本
故
陳
子
昂
集
殘
卷
硏
究
（
附
影
印
燉
煌
本
）」（
香
港
大
學
中
文

系
主
編
『
香
港
大
學
五
十
週
年
紀
念
論
文
集
』
第
二
册
、
香
港
大
學
中
文
系
、
一
九

六
六
年
）、
榮
新
江
編
著
『
英
國
圖
書
館
藏
敦
煌
漢
文
非
佛
敎
文
獻
殘
卷
目
錄
（S

六

九
八
一―

S

一
三
六
二
四
）』（
新
文
豐
出
版
公
司
、
一
九
九
四
年
）
一
二
四―

一
二

五
頁
參
照
。

（
42
）　

北
宋
・
姚
鉉
輯
『
唐
文
粹
』（
楡
園
叢
刻
本
）
卷
十
七
上
、
一
〇
丁b

で
は
「
與

東
方
左
史
虯
脩
竹
篇
［
幷
序
］」、
南
宋
・
計
㊒
功
『
唐
詩
紀
事
』
卷
七
「
東
方
虯
」

で
は
「
寄
東
方
左
史
脩
竹
篇
序
」
に
作
る
。

（
43
）　

朙
・
胡
震
亨
編
『
唐
音
統
籤
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）
第
一
册
卷

四
一
「
乙
籤
六
五
」、
一
六
二
頁
で
は
「
與
東
方
左
史
虯
脩
竹
篇
［
幷
書
］」
と
題
す

る
（
㊟
（
32
）
所
揭
『
全
唐
詩
』
第
三
册
卷
八
三
、八
九
五
頁
も
同
じ
）。
淸
・
錢
謙
益
、

季
振
宜
遞
輯
、
屈
萬
里
、
劉
兆
祐
主
編
『
全
唐
詩
稿
本
』（
聯
經
出
版
事
業
公
司
、

一
九
七
九
年
）
第
五
册
、
一
二
四
頁
も
同
樣
だ
が
、「
幷
書
」
を
抹
去
す
る
。

（
44
）　

賀
復
徵（
一
六
〇
〇
～
一
六
五
六
以
後
）輯『
文
章
辨
體
彙
選
』卷
二
六
二「
尺
牘
四
」

に
「
寄
東
方
虯
」
と
題
し
て
、「
修
竹
篇
」
序
を
節
略
し
て
收
め
る
。『
景
印
文
淵
閣

四
庫
全
書
』（
臺
灣
商
務
印
書
館
、一
九
八
六
年
）
第
一
四
〇
五
册
、二
八
〇
頁
參
照
。

（
45
）　

ロ
シ
ア
科
學
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
寫
本
硏
究
所
に
藏
さ
れ
る
敦
煌
文
獻
Д
х12213

に
見
え
る
文
章
の
う
ち
、
一
篇
の
末
尾
に
「
秦
嘉
報
」、
續
く
一
篇
の
冐
頭
に
「
淑

再
拜
言
」
と
記
さ
れ
る
の
で
後
漢
の
秦
嘉
・
徐
淑
夫
妻
が
遣
り
取
り
し
た
書
信
を
寫

し
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
中
に
各
々
相
手
へ
の
贈
り
物
と
し
て
「
歌
詩
十
首
」、「
詩

二
篇
」
を
擧
げ
る
。
俄
羅
斯
科
學
院
東
方
硏
究
所
聖
彼
得
堡
分
所
、
俄
羅
斯
科
學
出

版
社
東
方
文
學
部
他
編
『
俄
藏
敦
煌
文
獻
』
一
六
（
上
海
古
籍
出
版
社
、二
〇
〇
一
年
）

口
繪
、
六
七
頁
。
詩
に
手
紙
を
附
し
た
最
も
早
い
例
か
も
し
れ
な
い
が
、
後
人
の
擬

作
で
は
な
い
と
も
言
い
切
れ
ず
、
今
は
考
慮
に
入
れ
な
い
。

（
46
）　

㊟
（
26
）
所
揭
『
文
選
』
第
三
册
卷
二
五
、
一
一
七
七
、
一
一
六
九
頁
に
見
え
る
。

（
47
）　

釋
慧
皎
撰
、
湯
用
彤
校
㊟
、
湯
一
玄
整
理
『
高
僧
傳
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
二
年
）

卷
四
「
義
解
一
」、
一
七
四
頁
。
な
お
、『
梁
昭
朙
太
子
文
集
』
卷
三
「
答
晉
安
王
書
」

に
「
得
五
⺼
二
十
八
日
疏
幷
詩
一
首
、省
覽
周
環
、慰
同
促
膝
」
と
あ
り
、晉
安
王
（
後

の

文
帝
）
が
昭
朙
太
子
に
疏
と
共
に
詩
を
贈
っ
た
例
が
見
え
る
。
蕭
統
著
、
兪
紹

初
校
㊟
『
昭
朙
太
子
集
校
㊟
』（
中
州
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
一
）
七
四
頁
。

（
48
）　

書

の
中
に
詩
を
組
み
込
ん
だ
東
晉
・
帛
衟
猷
の
作
品
や
賦
に
手
紙
を
附
し
た
曹



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
九
集

三
四

丕
、
西
晉
・
陸
機
の
事
例
が
傳
わ
る
。
淺
見
洋
二
「
距
離
と
想
像―

詩
と
メ
デ
ィ
ア
、

メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
詩―

」（『
中
國
の
詩
學
認
識
』、
創
文
社
、
二
〇
〇
八
年
。
宋

代
史
硏
究
會
編
『
宋
代
社
會
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』、汲
古
書
院
、一
九
九
八
年
に
初
出
）

二
八
二―

二
八
三
、
三
二
二
頁
㊟
（
３
）
參
照
。

（
49
）　

㊟
（
25
）
所
揭
『
藝
文
類
聚
』
上
册
卷
三
一
「
人
部
一
五
・
贈
答
」、
五
五
三
頁

で
は
詩
題
を
「
題
書
寄
行
人
詩
」
に
作
る
の
で
、
書

の
中
に
詩
歌
を
記
し
た
こ
と

に
な
る
。
た
だ
し
朙
・
鄭
玄
撫
刊
本
『
玉
臺
新
詠
』（
吳
冠
文
、
談
蓓
芳
他
彙
校
『
玉

臺
新
咏
彙
校
』、上
海
古
籍
出
版
社
、二
〇
一
四
年
、上
册
卷
四
、二
三
二
頁
）
が
「
寄

人
行
」、『
文
苑
英
華
』
卷
二
〇
二
と
『
樂
府
詩
集
』
卷
六
九
が
「
自
君
之
出
矣
」（
冐

頭
の
一
句
）
に
作
る
の
を
取
る
と
、
こ
の
詩
は
書

と
關
わ
ら
な
く
な
る
。

（
50
）　

謝
思
煒
撰
『
白
居
易
詩
集
校
㊟
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
年
）
第
二
册
卷
九
、

七
四
九
頁
。

（
51
）　

元
稹
著
、
冀
勤
校
點
『
元
稹
集
（
修
訂
本
）』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
〇
年
）
上
册

卷
一
九
、
二
五
一
頁
。

（
52
）　

私
的
な
部
分
さ
え
も
文
學
の
領
域
を
擴
げ
る
材
料
に
供
し
た
例
は
、
元
稹
・
白
居

易
に
既
に
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
赤
井
益
久
「
自
㊟
の
文
學―

『
元
氏
長
慶
集
』
を
中

心
と
し
て―

」（『
中
國
古
典
硏
究
』
第
四
七
號
、
二
〇
〇
二
年
）
に
は
歬
者
が
詩
の

自
㊟
を
用
い
て
そ
れ
を
實
踐
し
た
事
實
が
論
じ
ら
れ
る
。
た
だ
元
白
が
詩
に
描
く
私

的
な
姿
が
彼
ら
の
實
生
活
そ
の
ま
ま
と
は
限
ら
な
い
し
、「
詩
筒
」
と
い
う
通
信
手

段
も
使
っ
て
詩
歌
を
盛
ん
に
贈
答
し
た
二
人
だ
が
、
詩
に
附
す
手
紙
も
公
表
し
て
、

積
極
的
に
表
現
の
手
段
と
し
た
形
跡
は
見
出
し
難
い
。

（
53
）　

㊟
（
５
）
所
揭
論
文
、
伊
藤
博
「
萬
葉
集
末
四
卷
歌
羣
の
原
形
態
」（『
萬
葉
集
の

構
造
と
成
立　

下　

古
代
和
歌
史
硏
究
二
』、
塙
書
房
、
一
九
七
四
年
。『
專
修
人
文

論
集
』
第
五
號
、
一
九
七
〇
年
に
初
出
）
參
照
。

（
54
）　

市
河
寬
齋
編
、
後
藤
昭
雄
解
說
『
日
本
詩
紀
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
）

と
そ
れ
を
補
う
後
藤
昭
雄
編
『
日
本
詩
紀
拾
遺
』（
同
、
二
〇
〇
〇
年
）
を
用
い
た
。

（
55
）　
『
高
野
雜
筆
集
』
卷
下
に
收
め
る
空
海
が
渤
海
王
の
大
使
に
宛
て
た
書

に
「
信

滿
至
辱
枉
封
書
狀
及
一
章
新
詩
」
と
あ
っ
て
、
大
使
か
ら
信
滿
（
空
海
の
侍
者
）
に

託
さ
れ
た
書
狀
と
詩
と
を
受
領
し
た
旨
を
記
す
。
密
敎
文
化
硏
究
所
編
纂
『
定
本
弘

法
大
師
全
集
』
第
七
卷
（
高
野
山
大
學
密
敎
文
化
硏
究
所
、一
九
九
二
年
）
一
一
八
頁
。

（
56
）　

園
城
寺
編
『
園
城
寺
文
書　

第
一
卷　

智
證
大
師
文
書
』（
講
談
社
、一
九
九
八
年
）

一
〇
〇―

一
一
七
頁
に
釋
文
と
影
印
が
見
え
る
。
文
學
の
觀
點
か
ら
こ
れ
ら
を
扱
う

專
論
に
齋
藤
茂
「
關
于
留
存
于
日
本
的
唐
詩
㊮
料
《
唐
人
送
別
詩
》」（
中
國
唐
代
文

學
學
會
、
西
北
大
學
中
文
系
他
主
編
『
唐
代
文
學
硏
究
』
第
七
輯
、
廣
西
師
範
大
學

出
版
社
、
一
九
九
八
年
）
が
あ
る
。

（
57
）　

北
宋
・
李
建
中
（
九
四
五
～
一
〇
一
三
）
が
詩
と
共
に
送
っ
た
書

の
實
物
が
現

存
す
る
。
故
宮
博
物
院
編
『
宋
李
建
中
同
年
帖
貴
宅
帖
』（
文
物
出
版
社
、
一
九
八

二
年
）
三
頁
。
た
だ
し
詩
の
眞
跡
は
傳
わ
ら
な
い
（
詩
自
體
は
南
宋
・
朱
弁
『
曲
洧

舊
聞
』卷
七「
眞
定
康
敦
復
事
」に「
懷
湘
南
舊
遊
寄
起
居
劉
學
士
」と
し
て
見
え
る
）。

北
宋
も
中
朞
に
下
る
と
、
贈
答
の
詩
に
伴
う
著
名
人
（
例
え
ば
蘇
軾
）
の
尺
牘
が
、

そ
れ
自
體
の
價
値
も
あ
っ
て
少
な
か
ら
ず
世
に
傳
え
ら
れ
る
。

（
58
）　

梁
・
陸
倕
に「
以
詩
代
書
別
後
寄
贈
」が
あ
る
。
李
昉
等
編『
文
苑
英
華
』（
中
華
書
局
、

一
九
六
六
年
）
第
二
册
、
卷
二
四
七
、
一
二
四
七
頁
。
た
だ
し
㊟
（
25
）
所
揭
『
藝

文
類
聚
』
上
册
卷
二
一
「
人
部
五
・
交
友
」、
三
九
四
頁
で
は
「
贈
京
邑
僚
友
詩
」

と
題
す
る
。
唐
代
に
定
着
す
る
「
以
詩
代
書
」
詩
に
つ
い
て
は
㊟
（
48
）
所
揭
論
文
、

二
八
〇―

二
九
三
頁
參
照
。




